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平成24年度重要事務事業笠間市総合計画
「住みよいまち 訪れてよいまち 笠間」～みんなで創る 文化交流都市～

平成24年度重点施策 1  定住化推進 2  農業支援 3  健康づくり

基本構想
（６つの柱）

基本計画
実施計画

重要事務事業
（23事業）

第1章　　広域交流基盤を生かした新時代のまちづくり 【土地利用・都市基盤】

都 市 魅 力 創 造

岩間駅東土地区画整理事業 84,436千円
岩間駅東大通り線（延伸部）整備事業 260,670千円

デマンド交通システム運行事業 57,584千円

景観研究事業（大学との連携によるトータルデザイン策定） 5,500千円 新規

幹線道路整備事業 上町大沢線 　103,012千円、
笠間小原線　 202,320千円、来栖本戸線 201,850千円

第3章　　共に支えあい、健やかに暮らせるまちづくり　　 【健康・福祉】

子 育 て 支 援・

少 子 化 対 策

次世代育成支援対策事業 6,300千円
地域子育て支援拠点事業 6,670千円
児童館運営事業 31,346千円 新規

特定不妊治療費助成事業 4,000千円
出会い創出支援事業 605千円

第2章　　多彩な交流で飛躍する活力ある産業のまちづくり 　【産　業】

1
　
定
住
化
推
進

市街地活性化
商店街活性化事業 4,696千円
笠間稲荷門前通りまちづくり推進事業 10,208千円
門前通り周辺拠点整備事業 10,000千円 新規

産 業 支 援
笠間焼陶芸家支援事業 8,120千円
中小企業緊急雇用安定支援事業 3,500千円
企業活動促進支援事業「市民雇用創出助成事業」 3,000千円

新規

拡充

雇 用 支 援
緊急雇用創出事業 63,193千円
職に役立つ資格取得支援事業 800千円
企業誘致・支援事業 80,435千円

恋人の聖地関連整備 ギャラリーロード歩道グレードアップ事業 16,000千円 新規

活 性 化 支 援 移住促進セミナー事業 175千円 新規

地域資源活用事業 観光ＰＲ戦略 2,560千円　 地場産業支援  7,625千円

笠間のいなり寿司推進事業 1,576千円

2
　
農
業
支
援

経営の安定化

遊休農地活用緊急対策事業 6,721千円
主要農産物生産振興支援事業「栗産地育成支援事業」 8,850千円
地場農産物ＰＲ事業 3,386千円
地場農産物振興拡大事業 628千円
基盤整備事業（稲田大古山地区） 10,130千円

拡充
拡充

新規

担い手の育成 担い手対策強化促進事業 1,357千円
新規就農総合支援事業 11,580千円 新規

グリーンツーリズム グリーンツーリズム推進事業 2,541千円
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第6章　　人と地域、絆（きずな）を大切にした元気なまちづくり　　 【自治・協働】

協働のまちづくり推進事業 
協働のまちづくり推進 164千円
地域ポイント制度事業（社会実験） 2,497千円
まちづくり市民活動助成事業 1,831千円

収納率向上対策事業（徴収対策事業）　32,752千円

第5章　　人が輝き、豊かな文化を創造・発信するまちづくり 　　【教育・文化】

小中学校施設耐震化事業 490,938千円
 （繰越含む）

佐城小･箱田小･岩間一小･岩間二小、稲田中（耐震診断）
岩間三小･稲田小･宍戸小、笠間中 （実施設計）
宍戸小･稲田小･友部二小耐震補強･改修工事

笠間学校給食センター整備事業　1,084,231千円（繰越含む）

学力・文化向上事業

寺子屋事業 3,220千円  拡充
学力向上支援事業 3,348千円
青少年劇場小公演事業 848千円
高齢者芸術鑑賞事業 1,200千円

ウォーキング教室事業 495千円 新規

教育施設災害復旧事業 市民体育館災害復旧事業 408,262千円（繰越含む）
友部公民館災害復旧事業 144,725千円（繰越含む）

障害者地域生活支援事業 76,619千円

3
　
健
康
づ
く
り

健康づくり推進

健康都市づくり事業 172千円
地域の健康づくり事業 2,563千円
健康増進事業（健康診査・がん検診等） 73,123千円 
国民健康保険人間ドック･脳ドック事業 20,321千円
予防接種事業 126,918千円
電話健康相談「かさま健康ダイヤル24」事業 4,809千円

拡充
拡充

医療福祉の充実
医療福祉費助成事業 464,340千円
市立病院平日夜間･日曜初期救急診療事業  39,415千円
筑波大学病院連携事業（指導医･研修生受入） 300千円
市立病院医療体制充実事業 23,920千円

第4章　　自然と共生した安全でやさしさのあるまちづくり　　 【生活環境】

住 環 境 整 備
空き家再生モデル事業 23,100千円
住宅用太陽光発電システム・住宅用エコキュート設置補助 29,250千円
被災住宅復興支援事業 14,196千円

新規

新規

防災力向上事業

地域防災計画改定事業 1,017千円
自主防災組織育成事業 4,000千円
笠間市総合防災訓練事業 404千円
防災行政無線の統合化推進事業 111,825千円
防災拠点(市役所本庁舎)非常用自家発電設備整備事業 30,000千円

新規
新規

狭あい道路等整備事業 121,331千円

生活排水対策事業 983,891千円 公共下水道事業・農業集落排水事業（友部北部地区）
合併処理浄化槽設置補助

笠間地区市街地浸水対策事業 190,000千円

上水道安定供給事業 185,145千円 水道料金統一事業・鉛製給水管解消事業
水道老朽管更新事業・水道施設整備事業

民間救急ボランティア応急手当普及啓発活動事業　  193千円
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広
域
交
流
基
盤
を
生
か
し
た

新
時
代
の
ま
ち
づ
く
り

〔
土
地
利
用
・
都
市
基
盤
〕

1
　
都
市
魅
力
創
造

○
岩
間
駅
東
土
地
区
画
整
理
事
業

　

効
率
的
な
土
地
利
用
、
健
全
な

市
街
地
の
形
成
を
図
る
た
め
、
岩

間
地
区
の
新
た
な
玄
関
口
と
し
て

整
備
を
進
め
て
い
る
駅
東
側
に
つ

い
て
、
土
地
区
画
整
理
事
業
を
進

め
ま
す
。

○ 

岩
間
駅
東
大
通
り
線（
延
伸
部
）

整
備
事
業

　

国
道
３
５
５
号
バ
イ
パ
ス
と
岩

間
駅
の
ア
ク
セ
ス
を
容
易
に
し
、

岩
間
地
区
の
活
性
化
を
図
る
た
め
、

岩
間
駅
周
辺
整
備
に
あ
わ
せ
て
実

施
し
た
岩
間
駅
東
大
通
り
線
を
国

道
３
５
５
号
バ
イ
パ
ス
ま
で
延
伸

す
る
道
路
整
備
を
進
め
ま
す
。

一部供用開始した岩間駅東大通り線

○
デ
マ
ン
ド
交
通
シ
ス
テ
ム
運
行
事
業

　

公
共
交
通
空
白
地
域
の
解
消

お
よ
び
高
齢
者
を
中
心
と
し
た
交

通
弱
者
に
お
け
る
医
療
・
福
祉
・

商
業
施
設
等
へ
の
ア
ク
セ
ス
強
化

を
図
る
た
め
、「
デ
マ
ン
ド
タ
ク

シ
ー
か
さ
ま
」を
運
行
し
ま
す
。

○ 

景
観
研
究
事
業（
大
学
と
の
連
携

に
よ
る
ト
ー
タ
ル
デ
ザ
イ
ン
の
策

定
）
新
規

　

市
の
魅
力
や
地
域
の
活
性
化

を
図
る
た
め
、
美
術
系
大
学
と
の

連
携
を
通
じ
て
、
市
の
景
観
に
係

る
調
査
研
究
を
実
施
し
ま
す
。

2
　
幹
線
道
路
整
備
事
業

　

移
動
時
間
の
短
縮
や
市
街
地

の
渋
滞
緩
和
な
ど
市
民
生
活
の
利

便
性
の
向
上
を
図
る
た
め
、
主
要

な
幹
線
道
路（
上
町
大
沢
線
、
笠

間
小
原
線
、
来
栖
本
戸
線
）
の
整

備
を
進
め
ま
す
。

多
彩
な
交
流
で
飛
躍
す
る
活

力
あ
る
産
業
の
ま
ち
づ
く
り

〔
産
業
〕

3
　
定
住
化
推
進
重
点
施
策

市
街
地
活
性
化

○
商
店
街
活
性
化
事
業

　

商
店
街
の
活
性
化
を
図
る
た

め
、
商
工
会
や
商
店
会
お
よ
び
ま

ち
づ
く
り
団
体
等
と
連
携
し
、
市

街
地
内
の
商
店
街
活
性
化
事
業

を
実
施
し
ま
す
。

○ 

笠
間
稲
荷
門
前
通
り
ま
ち
づ
く
り

推
進
事
業

　

永
続
的
な
観
光
の
拠
点
と
な

る
笠
間
稲
荷
門
前
通
り
の
賑
わ
い

を
創
出
す
る
た
め
、
お
も
て
な
し

を
す
る
雰
囲
気
づ
く
り
と
歴
史
と

文
化
に
配
慮
し
た
道
路
景
観
整

備
を
推
進
し
ま
す
。

○ 

門
前
通
り
周
辺
拠
点
整
備
事
業

新
規

　

笠
間
稲
荷
門
前
通
り
周
辺
の

魅
力
向
上
や
人
口
の
増
加
と
賑
わ

い
創
出
を
図
る
た
め
、
門
前
通
り

か
ら
稲
荷
駐
車
場
に
か
け
て
の
エ

リ
ア
に
、
観
光
の
拠
点
を
整
備
す

る
た
め
の
基
本
構
想
を
策
定
し
ま

す
。

産
業
支
援

○
笠
間
焼
陶
芸
家
支
援
事
業
新
規

　

笠
間
焼
陶
芸
家
の
技
能
向
上

を
図
る
た
め
、
新
進
笠
間
焼
陶
芸

家
に
対
し
て
発
表
の
場
を
創
出
し

ま
す
。
ま
た
、
笠
間
焼
陶
芸
家
の

定
住
化
を
促
進
す
る
た
め
、
市
内

で
の
創
業
や
市
内
で
の
修
業
す
る

方
に
対
し
て
支
援
を
行
い
ま
す
。

○
中
小
企
業
緊
急
雇
用
安
定
支
援
事
業

　

中
小
企
業
者
の
雇
用
環
境
を

支
援
す
る
た
め
、
労
働
者
を
一
時

的
に
休
業
さ
せ
た
場
合
に
、
国
の

中
小
企
業
緊
急
雇
用
安
定
助
成

制
度
を
活
用
し
た
中
小
企
業
事

業
主
に
対
す
る
補
助
を
行
い
ま

す
。

○ 

企
業
活
動
促
進
支
援
事
業「
市
民

雇
用
創
出
助
成
事
業
」
拡
充

　

市
内
企
業
の
支
援
と
地
域
経

済
の
活
性
化
を
図
る
た
め
、
企
業

の
市
民
雇
用
や
労
働
環
境
改
善

の
た
め
の
投
資
費
用
に
対
す
る
補

助
を
行
い
ま
す
。

雇
用
支
援

○
緊
急
雇
用
創
出
事
業

　

離
職
し
た
失
業
者
等
の
雇
用

機
会
を
創
出
す
る
た
め
、
県
の
基

金
を
活
用
し
、
地
域
の
実
情
や
創

意
工
夫
に
基
づ
き
、
雇
用
の
場
を

創
り
出
す
事
業
を
行
い
ま
す
。

○
職
に
役
立
つ
資
格
取
得
支
援
事
業

　

市
民
生
活
の
安
定
化
お
よ
び
地

域
経
済
の
活
性
化
を
図
る
た
め
、

非
正
規
労
働
者
・
失
業
者
・
離
職

者
・
新
学
卒
者
・
個
人
の
中
小
企

業
者
の
能
力
向
上
を
目
的
に
、
職

に
関
連
す
る
資
格
取
得
に
係
る
費

用
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

○
企
業
誘
致
・
支
援
事
業

　

地
域
経
済
の
活
性
化
と
雇
用

創
出
を
図
る
た
め
、
新
規
企
業
の

誘
致
に
努
め
る
と
と
も
に
、
既
存

企
業
の
事
業
拡
大
に
関
す
る
支

援
を
積
極
的
に
行
い
ま
す
。ま
た
、

中
小
企
業
事
業
資
金
融
資
制
度

と
し
て
、
保
証
料
や
利
子
補
給
の

補
助
を
実
施
し
ま
す
。

恋
人
の
聖
地
関
連
整
備

○ 

ギ
ャ
ラ
リ
ー
ロ
ー
ド
歩
道
グ
レ
ー

　
平
成
24
年
度
は
、
定
住
化
推
進
、
農
業
支
援
、
健
康
づ
く
り
の
３
つ
を
重
点
施
策
と
し
て
位
置
付
け
、

23
の
重
要
事
務
事
業
を
展
開
し
ま
す
。

　「
定
住
化
推
進
」
は
、
広
域
交
通
の
要
衝
と
い
う
地
の
利
や
本
市
が
有
す
る
豊
富
な
地
域
資
源
を
生
か
し
、

「
住
み
よ
い
ま
ち
　
訪
れ
て
よ
い
ま
ち
　
笠
間
」
を
目
指
し
、
平
成
23
年
度
ま
で
行
っ
て
き
ま
し
た
、
子
育

て
支
援
、
少
子
化
対
策
な
ど
の
施
策
に
、
市
街
地
の
活
性
化
、
産
業
支
援
、
雇
用
支
援
、
住
環
境
の
整
備

な
ど
の
新
た
な
事
業
を
加
え
、
定
住
化
を
図
る
施
策
を
総
合
的
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　「
農
業
支
援
」
は
、
農
業
は
地
域
の
地
場
産
業
と
い
う
考
え
方
の
も
と
、
農
業
経
営
の
安
定
化
、
担
い
手

の
育
成
、
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
推
進
し
、
引
き
続
き
農
業
の
振
興
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　「
健
康
づ
く
り
」
は
、
世
界
保
健
機
関
（
Ｗ
Ｈ
Ｏ
）
が
提
唱
す
る
「
健
康
都
市
」
を
目
指
し
、
人
の
健
康
づ

く
り
と
、
健
康
的
な
生
活
を
支
え
る
都
市
環
境
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
の
「
健
康
都
市
づ
く
り
運
動
」
を
展

開
す
る
と
と
も
に
、
平
成
23
年
度
に
策
定
し
た
、「
笠
間
市
健
康
づ
く
り
計
画
」
を
基
に
、
市
民
が
生
涯
に

わ
た
り
、
健
康
で
元
気
に
暮
ら
せ
る
地
域
社
会
を
実
現
す
る
た
め
の
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　
３
つ
の
重
点
施
策
、
23
の
重
要
事
務
事
業
の
概
要
は
次
の
と
お
り
で
す
。

平
成
24
年
度
　
重
点
施
策
と
重
要
事
務
事
業
の
概
要
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平成24年度　重点施策と重要事務事業の概要

ド
ア
ッ
プ
事
業
新
規

　

恋
人
の
聖
地
の
拠
点
で
あ
る
笠

間
工
芸
の
丘
周
辺
の
回
遊
性
を
高

め
る
た
め
に
、
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ロ
ー
ド

の
歩
道
の
整
備
を
推
進
し
ま
す
。

恋人の聖地モニュメント

活
性
化
支
援

○
移
住
促
進
セ
ミ
ナ
ー
事
業
新
規

　

定
住
化
促
進
を
図
る
た
め
、
東

京
都
内
に
お
い
て
、
市
の
魅
力
を

発
信
す
る
セ
ミ
ナ
ー
を
実
施
し
ま

す
。

4
　
地
域
資
源
活
用
事
業

○
観
光
Ｐ
Ｒ
戦
略
事
業

　

笠
間
の
知
名
度
ア
ッ
プ
と
新
規

観
光
客
の
増
加
を
図
る
た
め
に
、

観
光
協
会
お
よ
び
観
光
関
連
団

体
と
連
携
し
、
北
関
東
自
動
車

道
利
用
者
や
茨
城
空
港
利
用
者

に
対
し
て
観
光
Ｐ
Ｒ
を
実
施
し
ま

す
。
さ
ら
に
、
観
光
客
の
受
け
入

れ
体
制
の
充
実
を
図
り
、
通
年
滞

在
型
の
観
光
を
推
進
し
ま
す
。

○
地
場
産
業
支
援
事
業

　

伝
統
と
個
性
あ
る
笠
間
焼
を

支
援
す
る
た
め
、
他
産
業
と
協
力

し
な
が
ら
笠
間
焼
を
観
光
資
源

と
し
て
活
用
し
、
笠
間
焼
協
同
組

合
等
と
連
携
し
た
Ｐ
Ｒ
活
動
を
実

施
し
ま
す
。
ま
た
、
み
か
げ
石
の

新
た
な
販
路
拡
大
を
図
る
た
め
、

石
材
組
合
等
の
関
係
団
体
を
支

援
し
、
他
産
業
へ
の
利
用
拡
大
の

推
進
や
イ
ベ
ン
ト
等
で
の
み
か
げ

石
の
Ｐ
Ｒ
活
動
を
実
施
し
ま
す
。ストーンエキシビジョン

5
　
笠
間
の
い
な
り
寿
司
推
進
事
業

　

笠
間
の
食
を
目
的
と
し
た
本

市
へ
の
来
訪
者
の
増
加
を
図
る
た

め
、
ご
当
地
グ
ル
メ「
笠
間
の
い

な
り
寿
司
」
を
活
用
し
、
市
の
Ｐ

Ｒ
に
努
め
ま
す
。

B級ご当地グルメサミットin笠間

6
　
農
業
支
援
重
点
施
策

経
営
の
安
定
化

○ 

遊
休
農
地
活
用
緊
急
対
策
事
業

拡
充

　

農
家
の
高
齢
化
や
担
い
手
不

足
な
ど
、
年
々
増
加
す
る
遊
休
農

地
の
解
消
お
よ
び
農
地
の
再
生
活

用
を
推
進
す
る
た
め
、
地
域
の
農

業
担
い
手
が
遊
休
農
地
の
再
生
・

復
元
を
行
う
経
費
と
、
そ
の
農
地

に
作
付
け
す
る
経
費
の
一
部
を
助

成
し
ま
す
。

○ 

主
要
農
産
物
生
産
振
興
支
援
事
業

拡
充

　

主
要
農
産
物
で
あ
る「
栗
・
梅
・

花
き
」の
生
産
振
興
を
図
る
た
め
、

生
産
組
織
等
が
行
う
独
自
の
取

組
み
お
よ
び
生
産
体
制
の
強
化
を

支
援
し
ま
す
。

○
地
場
農
産
物
Ｐ
Ｒ
事
業

　

地
場
農
産
物
の
普
及
拡
大
を

図
る
た
め
、
優
れ
た
農
産
品
を
地

域
ブ
ラ
ン
ド「
か
さ
ま
の
粋
」
に

認
証
し
、
地
域
農
業
の
競
争
力
の

強
化
や
消
費
者
等
へ
の
広
報
宣
伝

活
動
を
推
進
し
ま
す
。

「かさまの粋」認証農産物

○
地
場
農
産
物
振
興
拡
大
事
業

　

農
産
物
の
生
産
振
興
と
地
域

活
性
化
を
図
る
た
め
、「
食
育
と

連
携
し
た
地
産
地
消
の
推
進
」、

「
付
加
価
値
を
高
め
る
商
品
開
発
・

研
究
」を
実
施
し
ま
す
。

○ 

基
盤
整
備
事
業（
稲
田
大
古
山
地

区
）
新
規

　

農
業
生
産
性
・
効
率
性
お
よ
び

地
区
内
の
生
活
基
盤
の
改
善
を
図

る
た
め
、
Ｊ
Ｒ
水
戸
線
稲
田
駅
南

側
に
位
置
す
る
大
古
山
地
区（
約

８
ｈ
ａ
）
に
つ
い
て
、
基
盤
整
備

事
業
を
実
施
し
ま
す
。

担
い
手
の
育
成

○
担
い
手
対
策
強
化
促
進
事
業

　

農
地
の
適
正
活
用
と
持
続
性

の
高
い
担
い
手
を
確
保
す
る
た

め
、
集
落
営
農
組
織
お
よ
び
認
定

農
業
者
の
育
成
強
化
を
推
進
し

ま
す
。

○
新
規
就
農
総
合
支
援
事
業
新
規

　

生
産
者
の
高
齢
化
や
担
い
手

不
足
等
を
解
消
す
る
た
め
、
就
農

意
欲
の
喚
起
な
ど
、
青
年
新
規
就

農
者
を
確
保
す
る
支
援
を
実
施

し
ま
す
。

グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム

○
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
事
業

　

都
市
住
民
と
地
域
住
民
の
交

流
促
進
に
よ
る
地
域
活
性
化
お
よ

び
定
住
化
促
進
を
図
る
た
め
、
本

市
が
有
す
る
豊
か
な
農
村
資
源

を
活
用
し
、
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ

ム
を
推
進
し
ま
す
。

共
に
支
え
あ
い
、
健
や
か
に

暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り

〔
健
康
・
福
祉
〕

7
　
子
育
て
支
援
・
少
子
化
対
策

子
育
て
支
援

○
次
世
代
育
成
支
援
対
策
事
業

　

少
し
で
も
ゆ
と
り
を
持
っ
た
子

育
て
が
で
き
る
よ
う
、
緊
急
時
も

対
応
で
き
る
一
時
預
り
保
育
サ
ー
ビ

ス
に
対
す
る
支
援
を
実
施
し
ま
す
。

○ 

地
域
子
育
て
支
援
拠
点
事
業

　

児
童
の
健
全
な
遊
び
場
の
確

保
と
心
身
の
健
康
を
増
進
し
、
情

操
を
豊
か
に
す
る
た
め
、
地
域
の

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
を
運
営
し

ま
す
。

○
児
童
館
運
営
事
業
新
規

　

家
庭
や
地
域
に
お
け
る
子
育
て

中
の
親
の
孤
独
感
・
不
安
感
を
解

消
す
る
た
め
、
子
育
て
支
援
の
拠

点
と
し
て「
笠
間
市
児
童
館（
笠

間
キ
ッ
ズ
館
）」
を
設
置
し
、
子

育
て
親
子
の
交
流
等
を
促
進
で
き

る
よ
う
幅
広
く
事
業
を
展
開
し

ま
す
。

４月１日にオープンした笠間市児童館
（笠間キッズ館）
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少
子
化
対
策

○
特
定
不
妊
治
療
費
助
成
事
業

　

不
妊
に
悩
む
方
の
経
済
的
負

担
の
軽
減
を
図
る
た
め
、
特
定

不
妊
治
療
に
要
す
る
費
用
の
一
部

（
通
算
５
年
、
１
年
度
当
た
り
２

回
、
限
度
額
10
万
円
）
を
補
助
し

ま
す
。

○
出
会
い
創
出
支
援
事
業

　

次
世
代
を
担
う
男
女
の
出
会

い
を
創
出
す
る
た
め
、
市
内
団
体

が
実
施
す
る
出
会
い
創
出
事
業

に
要
す
る
経
費
の
２
分
の
１
以
内

（
限
度
額
10
万
円
）
を
助
成
し
ま

す
。
ま
た
、「
い
ば
ら
き
出
会
い

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
」
の
入
会
に

対
す
る
助
成（
入
会
金
の
２
分
の

１
以
内
）を
行
い
ま
す
。

8
　
健
康
づ
く
り
重
点
施
策

健
康
づ
く
り
推
進
事
業

○
健
康
都
市
づ
く
り
事
業

　

市
民
の
一
体
感
の
醸
成
や「
安

心
」
な
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る

た
め
、
Ｗ
Ｈ
Ｏ
が
提
唱
す
る
健
康

都
市
の
理
念
に
基
づ
く
市
民
総
ぐ

る
み
運
動
を
展
開
し
ま
す
。

○
地
域
の
健
康
づ
く
り
事
業

　

生
活
習
慣
病
の
予
防
の
た
め
、

健
康
体
操
や
食
生
活
改
善
の
普

及
に
努
め
ま
す
。
ま
た
、
健
康
づ

く
り
市
民
運
動
を
発
展
さ
せ
る

た
め
、
ヘ
ル
ス
リ
ー
ダ
ー
を
養
成

し
、
各
地
域
、
市
民
各
層
に
お
い

て
幅
広
く
健
康
づ
く
り
運
動
を

浸
透
さ
せ
、
展
開
し
ま
す
。

健康体操

○
健
康
増
進
事
業
拡
充

　
（
健
康
診
査
・
が
ん
検
診
等
）

　

市
民
の
疾
病
早
期
発
見
の
た

め
、
健
康
診
査
や
が
ん
検
診
を
実

施
し
ま
す
。
ま
た
、
生
活
習
慣
病

予
防
の
た
め
、
食
生
活
指
導
や
運

動
指
導
な
ど
の
保
健
指
導
を
実

施
し
ま
す
。

○ 

国
民
健
康
保
険
人
間
ド
ッ
ク
・
脳

ド
ッ
ク
事
業
拡
充

　

国
民
健
康
保
険
加
入
者（
40
〜

74
歳
）の
健
康
を
保
持
・
増
進
す

る
た
め
、
笠
間
市
国
民
健
康
保
険

生
活
習
慣
病
予
防
健
診
補
助
金

（
人
間
ド
ッ
ク
、
脳
ド
ッ
ク
の
健

診
費
の
一
部
）
の
交
付
を
行
い
ま

す
。

○
予
防
接
種
事
業

　

感
染
症
の
発
生
と
ま
ん
延
を

防
止
し
、
公
衆
衛
生
の
向
上
と
市

民
の
健
康
維
持
を
図
る
た
め
、
予

防
接
種
事
業
を
推
進
し
ま
す
。

○ 

電
話
健
康
相
談「
か
さ
ま
健
康
ダ

イ
ヤ
ル
２
４
」事
業

　

健
康
、
医
療
、
子
育
て
、
介
護

な
ど
の
不
安
を
解
消
す
る
た
め
、

家
庭
に
居
な
が
ら
電
話
で
専
門
家

に
相
談
で
き
る
24
時
間
体
制
の
健

康
相
談
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

医
療
福
祉
の
充
実

○
医
療
福
祉
費
助
成
事
業

　

妊
産
婦
・
小
児
・
児
童
・
ひ
と

り
親
家
庭（
母
子
・
父
子
家
庭
）

の
母
子
お
よ
び
父
子
・
重
度
心
身

障
害
者
等
の
健
康
保
持
増
進
と
経

済
的
な
軽
減
を
図
る
と
と
も
に
、

福
祉
の
向
上
に
寄
与
す
る
た
め

の
、医
療
福
祉
費
を
助
成
し
ま
す
。

○ 

市
立
病
院
平
日
夜
間
・
日
曜
初
期

救
急
診
療
事
業

　

市
民
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地

域
社
会
づ
く
り
を
推
進
す
る
た

め
、
救
急
医
療
体
制
の
充
実
強
化

を
目
指
し
て
、
平
日
夜
間
・
日
曜

初
期
救
急
診
療
を
実
施
し
ま
す
。

○
筑
波
大
学
病
院
連
携
事
業

　
（
指
導
医
・
研
修
生
受
入
）

　

地
域
医
療
に
従
事
す
る
医
師

の
養
成
と
地
域
医
療
の
充
実
を
図

る
た
め
、
筑
波
大
学
附
属
病
院
と

の
連
携
に
よ
り
、
市
立
病
院
に
地

域
医
療
研
修
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
開

設
し
ま
す
。

○
市
立
病
院
医
療
体
制
充
実
事
業

　

公
立
病
院
と
し
て
の
役
割
を
果

た
す
常
勤
医
師
を
４
月
か
ら
１
名

増
員
し
、
３
名
体
制
と
し
、
入
院
・

外
来
患
者
の
増
加
や
在
宅
医
療

を
支
え
る
訪
問
診
療
を
積
極
的

に
行
い
ま
す
。

9
　
障
害
者
地
域
生
活
支
援
事
業

　

障
が
い
者
お
よ
び
障
が
い
児
が

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
自
立
し
た
日

常
生
活
や
社
会
生
活
が
送
れ
る
よ

う
に
す
る
た
め
、
地
域
の
特
徴
を

生
か
し
た
サ
ー
ビ
ス
体
制
を
つ
く

り
、
さ
ま
ざ
ま
な
支
援
や
サ
ー
ビ

ス
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

自
然
と
共
生
し
た
安
全
で
や

さ
し
さ
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り

〔
生
活
環
境
〕

10
　
住
環
境
整
備

○
空
き
家
再
生
モ
デ
ル
事
業
新
規

　

増
加
す
る
空
き
家
の
利
活
用

を
推
進
し
、
地
域
の
活
性
化
を
図

る
た
め
、
現
在
空
き
家
と
な
っ
て

い
る「
里
中
邸
」
を
伊
東
豊
雄
氏

監
修
の
も
と
修
繕
し
、
空
き
家
の

利
活
用
モ
デ
ル
と
し
て
運
用
し
ま

す
。

○ 

住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
・
住

宅
用
エ
コ
キ
ュ
ー
ト
設
置
補
助
事
業

　

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
有
効
利
用
を

図
り
、
地
球
温
暖
化
防
止
と
環
境

に
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り
を
推
進

す
る
た
め
、
住
宅
用
太
陽
光
発
電

シ
ス
テ
ム
や
住
宅
用
二
酸
化
炭
素

冷
媒
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
給
湯
器
を
設

置
す
る
経
費
の
一
部
を
補
助
し
ま

す
。

○
被
災
住
宅
復
興
支
援
事
業
新
規

　

被
災
者
の
負
担
を
軽
減
す
る

た
め
、
東
日
本
大
震
災
に
よ
り
大

規
模
半
壊
以
下
の
判
定
を
受
け

た
自
宅
の
補
修
等
の
た
め
金
融
機

関
か
ら
資
金
融
資
を
受
け
た
方

を
対
象
に
市
が
一
部
利
子
補
給
を

行
い
ま
す
。

11
　
狭
あ
い
道
路
整
備
等
促
進
事
業

　

歩
行
者
の
安
全
確
保
や
緊
急

車
両
の
進
入
を
容
易
に
す
る
な
ど

生
活
基
盤
の
向
上
を
図
る
た
め
、

日
常
の
生
活
を
支
え
る
幅
員
４
ｍ

未
満
の
生
活
道
路
の
拡
幅
改
良

を
行
い
ま
す
。

12
　
生
活
排
水
対
策
事
業

　

市
民
生
活
の
向
上
お
よ
び
自

然
と
共
生
す
る
環
境
の
維
持
・
保

全
に
向
け
て
、
効
率
的
な
排
水
処

理
を
進
め
る
た
め
、
生
活
排
水
ベ

ス
ト
プ
ラ
ン
に
基
づ
き
、
公
共
下

水
道
を
は
じ
め
地
域
の
特
性
に
応

じ
た
生
活
排
水
対
策
事
業
を
推

進
し
ま
す
。

13
　 

笠
間
地
区
市
街
地
浸
水
対
策

事
業

　

近
年
の
ゲ
リ
ラ
豪
雨
に
よ
る
浸

水
被
害
を
未
然
に
防
止
す
る
た

め
、
笠
間
地
区
市
街
地
の
排
水
整

備
を
実
施
し
ま
す
。

14
　
上
水
道
安
定
供
給
事
業

　

市
民
生
活
と
地
域
産
業
を
支

え
る
た
め
、
適
正
な
管
理
運
営
を

推
進
し
、
安
心
・
安
全
な
水
の
安

定
供
給
を
図
り
ま
す
。

15
　
防
災
力
向
上
事
業

○
地
域
防
災
計
画
改
定
事
業

　

風
水
害
等
の
自
然
災
害
、
大
規

KASAMA   Vol.73   April  2012 6
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模
地
震
災
害
、
原
子
力
災
害
等
に

対
応
す
る
た
め
、
地
域
防
災
計
画

を
見
直
し
、
総
合
的
か
つ
計
画
的

な
災
害
対
策
を
推
進
し
ま
す
。

○
自
主
防
災
組
織
育
成
事
業

　

災
害
時
等
の
住
民
に
よ
る
初

期
消
火
や
避
難
体
制
な
ど
の
整

備
強
化
を
図
る
た
め
、
住
民
自
ら

が
防
災
活
動
を
行
う
自
主
防
災

組
織
の
結
成
費
や
活
動
事
業
に

対
し
助
成
を
行
い
ま
す
。

資機材を確認する自主防災組織の皆さん

○
笠
間
市
総
合
防
災
訓
練
事
業

　

大
規
模
な
災
害
発
生
時
の
迅

速
か
つ
的
確
な
応
急
対
応
を
構

築
す
る
た
め
、
総
合
防
災
訓
練
を

実
施
し
、
防
災
関
係
機
関
相
互
の

緊
密
な
協
力
体
制
を
強
化
す
る

と
と
も
に
、
市
民
の
防
災
に
対
す

る
理
解
と
防
災
意
識
の
高
揚
を

図
り
ま
す
。

○ 

防
災
行
政
無
線
の
統
合
化
推
進
事

業
新
規

　

災
害
時
の
避
難
情
報
な
ど
、
情

報
伝
達
手
段
を
強
化
す
る
た
め
、

３
地
区
で
統
合
さ
れ
て
い
な
い
現

行
の
防
災
行
政
無
線
の
周
波
数

を
統
合
し
、
円
滑
な
通
信
体
制
を

構
築
し
ま
す
。

○ 

防
災
拠
点（
市
役
所
本
庁
舎
）
非

常
用
自
家
発
電
設
備
整
備
事
業

新
規

　

防
災
拠
点
の
機
能
確
保
の
た

め
、
災
害
発
生
時
に
災
害
対
策
本

部
と
な
る
市
役
所
庁
舎
に
停
電

時
に
お
け
る
非
常
用
発
電
装
置

を
設
置
し
ま
す
。

16
　 
民
間
救
急
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
応

急
手
当
普
及
啓
発
活
動
事
業

　

市
民
と
協
働
で
応
急
手
当
啓

発
活
動
を
行
い
、
応
急
手
当
の
大

切
さ
を
普
及
す
る
た
め
、
民
間
救

急
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
応
急
手
当
普
及

員
を
育
成
し
、
普
通
救
命
講
習
会

の
開
催
、
市
主
催
イ
ベ
ン
ト
・
ス

ポ
ー
ツ
大
会
に
救
急
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
と
し
て
派
遣
し
ま
す
。

人
が
輝
き
、豊
か
な
文
化
を

創
造
・
発
信
す
る
ま
ち
づ
く
り

〔
教
育
・
文
化
〕

17
　
小
中
学
校
施
設
耐
震
化
事
業

　

児
童
生
徒
の
安
全
確
保
と
施

設
の
適
正
な
維
持
管
理
を
行
う

た
め
、
学
校
施
設
の
耐
震
化
を
進

め
ま
す
。

18
　 

笠
間
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
整

備
事
業

　

学
校
給
食
衛
生
管
理
基
準
に

よ
る
管
理
体
制
の
強
化
を
図
る
た

め
、
老
朽
化
し
た
笠
間
学
校
給

食
セ
ン
タ
ー
の
建
替
え
を
行
い
ま

す
。

笠間学校給食センター完成予想図

19
　
教
育
施
設
災
害
復
旧
事
業

　

市
民
の
文
化
・
体
育
の
振
興
を

図
る
た
め
、
東
日
本
大
震
災
で
被

災
し
た
市
民
体
育
館
お
よ
び
友

部
公
民
館
の
復
旧
お
よ
び
耐
震

補
強
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
友
部

公
民
館
は
当
該
工
事
に
あ
わ
せ
、

大
規
模
改
修
を
行
い
ま
す
。

20
　
学
力
・
文
化
向
上
事
業

○
寺
子
屋
事
業
拡
充

　

学
力
の
向
上
・
学
習
意
欲
の
高

揚
を
図
る
た
め
、
小
学
校
高
学
年

を
対
象
に
学
校
の
休
業
日
を
利

用
し
て
、
学
習
の
機
会
と
場
を
つ

く
り
補
習
を
行
う
寺
子
屋
事
業

を
実
施
し
ま
す
。

○
学
力
向
上
支
援
事
業

　

市
内
小
中
学
校
の
学
力
の
向

上
を
図
る
た
め
、
学
校
が
自
主
性

を
発
揮
し
、
児
童
生
徒
の
実
態
を

踏
ま
え
た
教
育
活
動
を
推
進
し

ま
す
。

○
青
少
年
劇
場
小
公
演
事
業

　

児
童
の
創
造
性
を
よ
り
高
め

る
た
め
、
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
と
身
近

に
ふ
れ
あ
う
こ
と
が
で
き
る
音
楽

講
演
会
を
小
学
校
を
対
象
に
実

施
し
ま
す
。

○
高
齢
者
芸
術
鑑
賞
事
業

　

市
民
へ
の
文
化
振
興
を
図
る
た

め
、
65
歳
以
上
の
市
民
を
対
象
と

し
て
、
笠
間
日
動
美
術
館
お
よ
び

春
風
万
里
荘
の
入
館
料
を
無
料

に
す
る
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

21
　 

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
教
室
事
業
新
規

　

市
民
の
体
力
向
上
と
健
康
の

保
持
や
増
進
の
た
め
、
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
教
室
を
実
施
し
ま
す
。

人
と
地
域
、絆き

ず
な

を
大
切
に
し
た

元
気
な
ま
ち
づ
く
り

〔
自
治
・
協
働
〕

22
　 

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
推
進
事
業

○
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
推
進

　

市
民
と
行
政
の
連
携
と
協
働

に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る

た
め
、
市
民
の
経
験
や
能
力
を
市

政
に
生
か
し
、「
協
働
の
ま
ち
づ

く
り
推
進
指
針
」
に
基
づ
い
た
取

組
み
を
進
め
ま
す
。

○ 

地
域
ポ
イ
ン
ト
制
度
事
業（
社
会

実
験
）

　

市
民
参
加
機
会
の
拡
充
や
新

た
な
人
材
確
保
・
人
材
育
成
を
図

る
た
め
、
市
民
が
行
う
公
共
的
活

動
や
社
会
貢
献
活
動
に
ポ
イ
ン
ト

を
付
与
し
、
地
域
の
商
品
と
交
換

し
た
り
、
希
望
す
る
行
政
施
策
の

実
施
や
活
動
団
体
の
支
援
に
使

う
こ
と
で
、
や
り
が
い
や
楽
し
み

を
創
出
す
る
地
域
ポ
イ
ン
ト
制
度

の
導
入
に
あ
た
り
、
課
題
を
整
理

し
、
制
度
設
計
す
る
た
め
の
社
会

実
験
を
実
施
し
ま
す
。

○
ま
ち
づ
く
り
市
民
活
動
助
成
事
業

　

市
民
活
動
の
活
性
化
を
図
る

た
め
、
地
域
の
特
性
を
生
か
し
市

民
自
ら
が
ま
ち
づ
く
り
の
主
体
と

な
る
団
体
が
活
動
す
る
た
め
の
必

要
な
経
費
に
対
し
、
ま
ち
づ
く
り

市
民
活
動
助
成
金
を
交
付
し
ま

す
。

100km徒歩の旅　感動のゴールの瞬間

23
　 

収
納
率
向
上
対
策
事
業
（
徴

収
対
策
事
業
）

　

自
主
財
源
確
保
の
重
要
性
や

税
負
担
の
公
平
性
を
さ
ら
に
確

保
す
る
た
め
、
笠
間
市
税
等
収
納

特
別
対
策
本
部
に
よ
る
全
庁
的

な
取
組
み
を
中
心
に
、
納
付
催
促

や
訪
問
、
財
産
調
査
、
差
押
等
の

滞
納
処
分
を
実
施
し
、
市
税
等
徴

収
率
の
向
上
を
図
り
ま
す
。
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平
成
24
年
度
予
算

　

一
般
会
計
・
特
別
会
計
・
企
業
会
計
を

合
わ
せ
た
平
成
24
年
度
の
予
算
総
額
は
、

４
７
８
億
４
，７
８
８
万
７
千
円
と
な
っ
て
い

ま
す
。
予
算
編
成
に
当
た
っ
て
は
、
限
ら
れ

た
財
源
の
中
、
重
点
的
か
つ
効
率
的
な
予
算

配
分
に
努
め
、特
に
定
住
化
推
進
、農
業
支
援
、

健
康
づ
く
り
に
重
点
を
置
い
た
予
算
編
成
を

し
ま
し
た
。

一
般
会
計

　

一
般
会
計
は
、
市
税
や
地
方
交
付
税
を
は

じ
め
、
国
・
県
か
ら
の
補
助
金
や
交
付
金
な

ど
を
財
源
と
し
て
、
福
祉
・
教
育
・
土
木
・

衛
生
な
ど
の
基
本
的
な
施
策
を
行
う
会
計
で

す
。

　

平
成
24
年
度
の
一
般
会
計
予
算
は
、

２
７
５
億
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

■
歳
入

　

自
主
財
源
の
う
ち
、
市
税
は
86
億
７
，

２
８
１
万
２
千
円
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。
依

存
財
源
の
地
方
交
付
税
は
58
億
円
、
国
庫
支

出
金
に
つ
い
て
は
36
億
９
，２
９
２
万
円
を
計

上
し
ま
し
た
。
こ
の
ほ
か
の
歳
入
に
つ
い
て

も
、
適
切
な
見
通
し
の
も
と
に
計
上
し
て
い

ま
す
が
、
今
後
も
積
極
的
に
財
源
の
確
保
を

図
っ
て
い
き
ま
す
。

■
歳
出

　

限
ら
れ
た
財
源
に
対
し
、
歳
出
で
は
経
費

節
減
に
努
め
、
各
種
施
策
の
効
果
的
な
予
算

配
分
を
行
い
ま
し
た
。

　

民
生
費
に
は
、
高
齢
者
の
福
祉
対
策
、
障

が
い
者
の
入
所
・
通
所
等
の
支
援
費
、
子

育
て
支
援
対
策
と
し
て
子
ど
も
の
た
め
の

手
当
、
乳
幼
児
や
重
度
心
身
障
害
者
等
の
医

療
扶
助
、
生
活
保
護
な
ど
の
経
費
と
し
て

86
億
６
，４
８
１
万
３
千
円
を
計
上
し
ま
し

た
。

　

教
育
費
に
は
、
笠
間
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

整
備
費
、
市
民
体
育
館
・
友
部
公
民
館
の
耐

震
補
強
・
大
規
模
改
修
費
、
小
・
中
学
校
・

幼
稚
園
の
整
備
・
管
理
費
や
生
涯
学
習
・
公

民
館
・
図
書
館
運
営
な
ど
の
社
会
教
育
費
、

体
育
振
興
・
給
食
セ
ン
タ
ー
運
営
等
の
保
健

体
育
費
な
ど
と
し
て
38
億
１
，３
４
３
万
３
千

円
を
計
上
し
ま
し
た
。

　

土
木
費
に
は
、
生
活
の
基
盤
で
あ
る
道
路

の
改
良
工
事
や
、
市
内
幹
線
道
路
の
新
設
工

事
、
公
共
下
水
道
事
業
等
へ
の
繰
出
金
な
ど

と
し
て
、
33
億
７
，６
２
８
万
１
千
円
を
計
上

し
ま
し
た
。

歳出予算性質別内訳

一般会計　275億円
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総務費 土木費 教育費 民生費
税金の賦課、戸籍
や住民登録の経費、
広報紙の発行など

市道の整備・補修
や公共下水道の繰
出金など

各小中学校や公民
館・図書館の運営費
など

高齢者・障害者福
祉対策や医療福祉
など

37,288円 42,527円 48,034円 109,141円
 合計

346,387円

その他 農林水産業費 消防費 衛生費 公債費
議会費や商工費な
ど

国・県事業の負担金
や農業振興等補助
金など

消防団や防災施設
整備費など

予防接種や各種健
診、ごみ処理事業
など

市債の元金・利子
の返済

15,527円 12,212円 18,406円 27,272円 35,980円

市民
一人当たりに
使われるお金
※ 2月29日現在人口
　（住民基本台帳）
　79,391人で算出

■企業会計

区　　　分 予　算　額
市立病院事業  6億1,035万9千円 

収 益 的 支 出  5億8,300万円
資 本 的 支 出  2,735万9千円 

水　道　事　業  23億2,582万 8千円 
収 益 的 支 出  17億9,000万円
資 本 的 支 出 5億3,582万8千円

工業用水道事業  2,870万円 
収 益 的 支 出  2,870万円 

企業会計合計 29億6,488万7千円

▲  企業会計は、事業から得る収益を主な財源として、運
営していく会計のことです。本市では、市立病院事業

と水道事業および工業用水道事業で3会計があります。

■特別会計

区　　　分 予　算　額
国 民 健 康 保 険 85億4,600万円
後 期 高 齢 者 医 療 6億3,800万円
介 護 保 険 49億5,900万円
介 護 サ ー ビ ス 2,300万円
公 共 下 水 道 事 業 24億2,200万円
農 業 集 落 排 水 事 業 6億9,300万円
岩間駅東土地区画整理事業 1億200万円

特別会計合計 173億8,300万円

▲  特別会計は、国民健康保険や介護保険、公共下水道事
業などの特定事業を行う場合、それぞれの特定収入で

運営していく独立した会計のことです。

一 般 会 計

特 別 会 計

 275億円

173億8,300万円

企 業 会 計

予 算 総 額

29億6,488万7千円

478億4,788万7千円
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～小中学校の適正配置～

　全国的な少子化が進行する中、笠間市でも子
どもたちの数が減少し、現在、クラス替えができ
ない１学年１学級の学校が全体のほぼ半数を占め
ています。このことは教育や生活、学校運営など、
さまざまな面に影響を及ぼすことが懸念されるこ
とから、教育委員会は望ましい学校配置のあり方
について笠間市立小中学校学区審議会に諮問し、
平成24年2月にその答申をいただきました。

　教育委員会では、保護者（幼稚園・保育所・保
育園・小学校・中学校）や地域の皆さんにこの答
申の内容を説明し、笠間市の望ましい学校のあり
方について話し合っていきたいと考えています。
　つきましては、下記の日程で意見交換会を開催
しますので、多数のご参加をお待ちしています。
　なお、学区審議会の答申の内容は笠間市ホー
ムページでご覧いただくことができます。

※日程・会場等は都合により変更になる場合があります。
※参加申込みの必要はありません。最寄りの会場に気軽にお越しください。
※ 開催当日は時間に限りがあります。すべての方のご意見・ご質問・ご要望をお受けできない場合がありますので、ご
了承ください。

■ 問合せ：学務課（内線373）

ご参加ください。

笠間
地区

日　時 会　場
５月２３日（水）　午後７時～８時３０分 笠 間 小 学 校（体 育 館）
５月２５日（金）　午後７時～８時３０分 東 小 学 校（体 育 館）
５月３０日（水）　午後７時～８時３０分 佐 城 小 学 校（体 育 館）
６月　１日（金）　午後７時～８時３０分 箱 田 小 学 校（体 育 館）
６月　６日（水）　午後７時～８時３０分 南 小 学 校（体 育 館）
６月１５日（金）　午後７時～８時３０分 稲 田 小 学 校（体 育 館）

友部
地区

日　時 会　場
６月２０日（水）　午後７時～８時３０分 宍 戸 小 学 校（体育館）
６月２２日（金）　午後７時～８時３０分 友 部 小 学 校（体育館）
６月２７日（水）　午後７時～８時３０分 北 川 根 小 学 校（体育館）
６月２９日（金）　午後７時～８時３０分 大 原 小 学 校（体育館）
７月　４日（水）　午後７時～８時３０分 友部第二小学校（体育館）

岩間
地区

日　時 会　場
７月　６日（金）　午後７時～８時３０分 岩間第一小学校（体育館）
７月１１日（水）　午後７時～８時３０分 岩間第二小学校（体育館）
７月１３日（金）　午後７時～８時３０分 岩間第三小学校（体育館）
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笠
間
市
で
は
平
成
24
年
度
太
陽
光
発
電
シ

ス
テ
ム
お
よ
び
二
酸
化
炭
素
冷
媒
ヒ
ー
ト
ポ

ン
プ
給
湯
器
（
エ
コ
キ
ュ
ー
ト
）
の
設
置
費
補

助
の
抽
選
申
込
受
付
を
開
始
し
ま
す
。
概
要

は
次
の
と
お
り
で
す
。

■
申
請
で
き
る
方

　
（
次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
方
）

　

①  

市
内
に
住
所
を
有
す
る
方
ま
た
は
市
内

に
住
所
を
定
め
よ
う
と
す
る
方
の
う
ち
、

補
助
金
交
付
時
ま
で
に
笠
間
市
内
に
住

所
を
定
め
る
こ
と
が
で
き
る
方

　

② 

自
ら
居
住
す
る
住
宅
（
店
舗
等
の
併
用

住
宅
を
含
む
）
に
補
助
対
象
設
備
を
設

置
す
る
方
お
よ
び
自
ら
居
住
す
る
た
め

に
市
内
に
補
助
対
象
設
備
付
き
住
宅
を

購
入
す
る
方

　

③ 

補
助
申
請
に
係
る
す
べ
て
の
手
続
き
を

平
成
25
年
３
月
21
日
ま
で
に
完
了
す
る

こ
と
が
で
き
る
方 

　

④ 

市
町
村
税
を
滞
納
し
て
い
な
い
方

■
申
込
期
間

　

４
月
２
日
（
月
）
〜
５
月
25
日
（
金
）

　
　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
5
時
15
分
ま
で

（
土
日
・
祝
日
を
除
く
）

■
申
請
受
付
窓
口　

　

 

環
境
保
全
課 

・ 

笠
間
支
所
地
域
課･

　

岩
間
支
所
地
域
課

■
申
請
書
類
等

　
 

右
の
申
請
受
付
窓
口
ま
た
は
笠
間
市
公
式

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
入
手
で
き
ま
す
。

■
注
意
点

　

① 

補
助
金
交
付
者
は
抽
選
に
よ
り
決
定
し

ま
す
。抽
選
日（
公
開
）は
５
月
29
日（
火
）

午
前
10
時
か
ら
笠
間
市
役
所
本
所
大
会

議
室
で
行
い
ま
す
。

　

② 

市
か
ら
交
付
決
定
通
知
が
届
く
前
に
工

事
を
開
始
し
た
方
に
は
補
助
金
の
交
付

が
で
き
ま
せ
ん
。

■
問
合
せ

　

環
境
保
全
課　

内
線
１
２
５
・
１
２
６

住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
お
よ
び
住
宅
用
二
酸
化

炭
素
冷
媒
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
給
湯
器
（
エ
コ
キ
ュ
ー
ト
）

の
設
置
費
の
一
部
を
補
助
し
ま
す

補助内容 太陽光発電システム 二酸化炭素冷媒ヒートポンプ
給湯器

補助対象

電力会社と電力受給契約および余剰
電力の販売契約をしているもので、
太陽電池モジュールの最大出力の合
計値が10kW未満の住宅用太陽光発
電システムの設置。

自らが居住する住宅に設置された年
間給湯効率がJRA3.1以上もしくは
JIS2.7以上（フルオート）、3.1以上
（セミオート）の機器の設置。

補助金額
１kW当たり60,000円
（限度額250,000円）

60,000円
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平成24年４月から

介護保険料が変わります
　65歳以上の方（第1号被保険者）の介護保険料は、市町村のサービス提供状況などにより決まり、その額
は3年ごとに見直されます。
　笠間市の平成24年度から平成26年度までの介護保険料額は、下表の10段階となります。

※ 高齢者人口の増加、介護サービス利用者の増加、施設サービスの整備等により、介護保険料を引き上げることとなりました。
　 それに伴い、特例第3段階を設定すること（これまでの第3段階を第3段階・第4段階に分けること）で低所得者に配慮し、負
担能力に応じて介護保険料を賦課いたします。

平成24年度介護保険料　普通徴収（暫定分）納付書は、4月中旬ごろ発送します。

【問合せ】　高齢福祉課（内線171・173）　笠間支所（内線72134）　岩間支所（内線73172）

介護保険制度の適切な運営に、ご理解とご協力をお願いします。

段階 対　　　象　　　者
保険料
調整率

保険料
（年間額）

第１段階
・生活保護を受けている方

・老齢福祉年金受給者で、世帯全員が市民税非課税の方
基準額
×0.50 26,400円

第２段階
・ 世帯全員が市民税非課税で、前年の［合計所得金額＋課税年金収入額］が８０万
円以下の方

基準額
×0.50 26,400円

第３段階
・ 世帯全員が市民税非課税で、前年の［合計所得金額＋課税年金収入額］が８０万
円を超え１２０万円以下の方

基準額
×0.70 36,960円

第４段階
・ 世帯全員が市民税非課税で、前年の［合計所得金額＋課税年金収入額］が
１２０万円超の方

基準額
×0.75 39,600円

第５段階
・ 世帯の誰かに市民税が課税されているが、本人は市民税非課税の方で、前年の［合
計所得金額＋課税年金収入額］が８０万円以下の方

基準額
×0.83 43,820円

第６段階
（基準額）

・ 世帯の誰かに市民税が課税されているが、本人は市民税非課税の方で、前年の［合
計所得金額＋課税年金収入額］が８０万円超の方

基準額
×1.00 52,800円

第７段階 ・本人が市民税課税で、前年の合計所得金額が１２５万円未満の方
基準額
×1.12 59,130円

第８段階 ・本人が市民税課税で、前年の合計所得金額が１２５万円以上１９０万円未満の方
基準額
×1.25 66,000円

第９段階 ・本人が市民税課税で、前年の合計所得金額が１９０万円以上４００万円未満の方
基準額
×1.50 79,200円

第１０段階 ・本人が市民税課税で、前年の合計所得金額が４００万円以上の方
基準額
×1.60 84,480円
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市
長
公
室

 

市
長
公
室
長 

深
澤　

悌
二

 

秘
書
課
長

 

　

兼
男
女
共
同
参
画
推
進
室
長

 
 
 

小
田
野　

恭
子

 

企
画
政
策
課
長 
橋
本　

正
男

 

行
政
経
営
課
長 

野
口　

文
男

総
務
部

 

総
務
部
長 

阿
久
津　

英
治

 

総
務
課
長 

櫻
井　

史
晃

 

監
査
委
員
事
務
局
長

 
 

兼
公
平
委
員
会
事
務
局
長

 
 
 

西
連
寺　

洋
人

　

笠
間
支
所
長

 
 

兼
笠
間
支
所
地
域
課
長

 
 
 

安
見　

和
行

　

岩
間
支
所
長

 
 

兼
岩
間
支
所
地
域
課
長

 
 
 

海
老
沢　

耕
市

　

財
政
課
長 

塩
畑　

正
志

　

税
務
課
長 

飯
村　
　

茂

市
民
生
活
部

 

市
民
生
活
部
長 

小
坂　
　

浩

 

市
民
活
動
課
長 

内
桶　

克
之

 

市
民
課
長 

中
庭　

要
一

 

市
民
課
副
参
事

 

（
笠
間
地
方
広
域
事
務
組
合
）

 
 
 

増
渕　
　

要

 

環
境
保
全
課
長 

木
村　

秀
夫

 

環
境
保
全
課
副
参
事

 

（
笠
間
水
戸
環
境
組
合
）

 
 
 

市
川　

芳
弘

 

環
境
保
全
課
副
参
事

 

（
茨
城
県
環
境
保
全
事
業
団
）

 
 
 

 

鯉
渕　

賢
治

　

笠
間
支
所
市
民
窓
口
課
長

 
 
 

郡
司　

正
一

　

岩
間
支
所
市
民
窓
口
課
長

 
 
 

小
嶋　

好
文

福
祉
部

 
福
祉
部
長
兼
福
祉
事
務
所
長

 
 
 

小
松
崎　

栄
一

 

社
会
福
祉
課
長 

藤
枝　

泰
文

 

子
ど
も
福
祉
課
長 

中
村　

一
男

 

子
ど
も
福
祉
課
副
参
事

 

　

兼
少
子
化
対
策
室
長

 
 
 
秋
山　

久
男

 

高
齢
福
祉
課
長 

中
沢　

英
夫

 

笠
間
支
所
福
祉
課
長

 
 
 

森　
　

幸
信

 

岩
間
支
所
福
祉
課
長

 
 
 

佐
久
間　

智
通

保
健
衛
生
部

 

保
健
衛
生
部
長 

菅
井　
　

信

 

保
険
年
金
課
長 

青
柳　

京
子

 

健
康
増
進
課
長 

山
田　

千
宏

 

市
立
病
院
長 

石
塚　

恒
夫

産
業
経
済
部

 

産
業
経
済
部
長

 

（
副
市
長
事
務
取
扱
）

 

農
政
課
長 

田
中　

仁
士

 

農
政
課
副
参
事

 

　

兼
農
政
企
画
室
長

 
 
 

熊
谷　

輝
彦

 

農
政
課
副
参
事

 

（
水
田
農
業
対
策
担
当
）

 
 
 

　

磯　
　

祐
一

 

農
村
整
備
課
長 

笹
ノ
間　

宏

 

商
工
観
光
課
長 

清
水　
　

博

 

商
工
観
光
課
副
参
事

 
 
 

小
沢　
　

敦

都
市
建
設
部

 

都
市
建
設
部
長 

仲
田　

幹
雄

 

建
設
課
長 

鶴
田　
　

開

 

管
理
課
長 

兒
玉　

昭
一

 

都
市
計
画
課
長 

竹
川　

洋
一

 

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長

 

　

兼
企
業
誘
致
推
進
室
長

 
 
 

中
村　

公
彦

上
下
水
道
部

 

上
下
水
道
部
長 

藤
田　

幸
孝

 

水
道
課
長　

 

岡
野　

晃
久

 

下
水
道
課
長 

友
部　

信
夫

会
計
課

 

会
計
管
理
者
兼
会
計
課
長

 
 
 

髙
安　

行
男

教
育
委
員
会

 

教
育
次
長 

塙　
　
　

栄

 

学
務
課
長 

園
部　

孝
男

 

学
務
課
副
参
事

 

　

兼
教
育
企
画
室
長

 
 
 

青
木　

理
重

 

指
導
室
長 

木
村　

友
明

 

生
涯
学
習
課
長

 
 
 

河
原
井　

規
夫

 

生
涯
学
習
課
副
参
事

 

　

兼
笠
間
公
民
館
長

 
 
 

川
辺　

一
光

 

生
涯
学
習
課
副
参
事

 

　

兼
笠
間
図
書
館
長

 
 
 

枝
川　

良
雄

 

生
涯
学
習
課
副
参
事

 

　

兼
岩
間
図
書
館
長

 
 
 

丸
地　

真
人

 

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
長

 
 
 

中
野　

裕
二

議
会
事
務
局

 

議
会
事
務
局
長 

伊
勢
山　

正

 

議
会
事
務
局
次
長 

石
上　

節
子

農
業
委
員
会
事
務
局

 

農
業
委
員
会
事
務
局
長

 
 
 

井
川　

富
美

消
防

 

消
防
長 

小
森　
　

清

 

消
防
次
長
兼
警
防
課
長

 
 
 

橋
本　

泰
享

 

消
防
本
部
総
務
課
長

 
 
 

水
越　
　

均

 

消
防
本
部
予
防
課
長

 
 
 

杉
山　

洋
一

 

消
防
本
部
通
信
指
令
課
長

 
 
 

田
口　

信
助

 

笠
間
消
防
署
長

 
 
 

小
松
崎　

恵
一

 

友
部
消
防
署
長 

大
貫　

一
郎

 

岩
間
消
防
署
長 

深
作　

孝
一

新
規
採
用
職
員
（
配
属
先
）

 

武
井　

泰
彦（
市
立
病
院
副
院
長
）

 

打
越　

勝
利（
市
立
病
院
事
務
局
長
）

 
白
土　

綾
佳
（
市
立
病
院
医
師
）

 
仲
田　

早
織
（
企
画
政
策
課
）

 

宇
野　

紀
子
（
総
務
課
）

 

小
嶋　

美
志
（
税
務
課
）

 

小
室　

麻
美
子
（
環
境
保
全
課
）

 

半
杭　

崇
稔
（
社
会
福
祉
課
）

 

河
内　

美
樹
（
子
ど
も
福
祉
課
）

 

下
条　

智
美
（
高
齢
福
祉
課
）

 

松
本　

高
彦
（
保
険
年
金
課
）

 

中
村　

有
美
子（
農
政
課
農
政
企
画
室
）

 

石
川　

望
（
商
工
観
光
課
）

 

鶴
井　

喜
之
（
建
設
課
）

 

藤
枝　

拓
弥
（
建
設
課
）

 

髙
野　

真
（
都
市
計
画
課
）

 

田
尻　

沙
知
子
（
学
務
課
）

 

片
岡　

龍
治（
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
）

 

前
田　

剛
志（
消
防
本
部
総
務
課
）

 

磯　

俊
右
（
消
防
本
部
総
務
課
）

 

池
田　

圭
佑（
消
防
本
部
総
務
課
）

 

綿
引　

麻
美
（
笠
間
消
防
署
）

３
月
31
日
付
退
職
者

小
松
崎　
　

登 

鈴
木　
　

利
通

岡
井　
　

俊
博 

入
江　
　

俊
郎

中
村　
　

章
一 

小
松
崎　

洋
治

前
嶋　
　

晃
司 

川
原
井　

幸
江

大
和
田　

俊
郎 

長
堀　

久
美
子

持
丸　
　

正
美 

藤
家　
　

守
雄

川
井　
　

健
一 

神
野　
　

悟
司

田
口　
　

孝
市 

森　
　
　

忠
雄

郡
司　
　

節
子 

小
薬　
　

弘
子

成
田　
　
　

旬 

小
坂
部　

治
子

小
松
崎　

則
男 

山
田　
　

恵
子

矢
口　
　

雄
一 

松
本　
　

幸
子

井
口　
　
　

清 

竹
江　
　

貞
子

郡
司　
　
　

弘 

池
田　
　
　

弘

大
津　
　

洋
一

平
成
24
年
４
月
１
日
笠
間
市
人
事

（
部
課
長
級
・
新
規
採
用
職
員
・
退
職
者
）
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まちの話題

　

２
月
３
日
、
Ｊ
Ａ
共
済
全
国

小
・
中
学
生
書
道
・
交
通
安
全

ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
の
表
彰

式
が
都
内
で
開
か
れ
、
丹
家
光

菜
さ
ん
（
岩
間
二
小
２
年　

押

辺
）
が
「
条
幅
の
部
」
で
文
部
科

学
大
臣
奨
励
賞
を
受
賞
し
ま
し

た
。

　

書
道
コ
ン
ク
ー
ル
は
今
回
で

55
回
目
を
数
え
る
歴
史
あ
る
コ

ン
ク
ー
ル
で
、
今
年
度
は
全
国

の
小
・
中
学
生
か
ら
１
４
１
万

点
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

　

受
賞
し
た
丹
家
さ
ん
は
「
文

部
科
学
大
臣
奨
励
賞
の
上
に
農

林
水
産
大
臣
賞
が
あ
る
の
で
、

来
年
は
そ
の
賞
を
目
指
し
た

い
」
と
意
欲
を
語
っ
て
く
れ
ま

し
た
。

丹
た ん げ

家光
み な

菜さんが文部科学大臣賞奨励賞
ＪＡ共済書道コンクール

受賞作の前で書道
の入江先生（右）と
記念撮影する丹家
さん（左）

　

笠
間
の
栗
の
ブ
ラ
ン
ド
化
を

目
指
す
、
笠
間
の
栗
グ
レ
ー
ド

ア
ッ
プ
会
議
は
、
２
月
29
日
、

更
な
る
栗
の
ブ
ラ
ン
ド
化
や
６

次
産
業
化
を
推
進
す
る
た
め
講

演
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

松ま
つ
し
た下　

計け
い

さ
ん
（
東
京
藝
術

大
学　

准
教
授
）
を
講
師
に
迎

え
、
ブ
ラ
ン
ド
化
を
図
る
上
で

の
デ
ザ
イ
ン
の
重
要
性
に
焦
点

を
当
て
な
が
ら
、
ブ
ラ
ン
ド
化

を
推
進
す
る
上
で
の
ポ
イ
ン
ト

や
、
ブ
ラ
ン
ド
イ
メ
ー
ジ
を
維

持
す
る
こ
と
の
難
し
さ
な
ど
に

つ
い
て
の
ご
講
演
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

当
日
は
、
栗
生
産
農
家
や
6

次
産
業
化
を
目
指
す
農
業
者
、

ま
た
栗
加
工
品
販
売
事
業
者
な

ど
が
来
場
し
、
熱
心
に
耳
を
傾

け
て
い
ま
し
た
。

笠間の栗のブランド化を目指して
 笠間の栗グレードアップ講演会

演題「デザインの効果とブランドづくり」

　

平
成
24
年
３
月
11
日
（
日
）、

姉
妹
都
市
で
あ
る
栃
木
県
矢
板

市
で
開
催
さ
れ
た
「
第
22
回
矢

板
た
か
は
ら
マ
ラ
ソ
ン
大
会
」

に
笠
間
市
か
ら
17
名
の
ラ
ン

ナ
ー
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
あ
い
に
く
の
曇
り

空
で
し
た
が
、
雄
大
な
高
原
山

を
眺
め
な
が
ら
、
自
然
豊
か
な

り
ん
ご
の
郷
を
快
走
し
、
２
名

の
方
が
上
位
入
賞
を
果
た
し
ま

し
た
。

　

大
会
を
通
し
て
、
多
く
の
矢

板
市
民
の
方
々
と
交
流
す
る
こ

と
が
で
き
、
楽
し
い
一
日
を
過

ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

矢板たかはらマラソン大会に参加

　

３
月
２
日
、
島し

ま
だ田
幸こ

う
さ
く作
さ
ん

（
吉
岡
）
が
、
１
．２
メ
ー
ト
ル

四
方
の
巨
大
獅
子
頭
を
岩
間
中

学
校
（
仁
平
勇
校
長
）
に
寄
贈

し
、贈
呈
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

島
田
さ
ん
は
50
年
近
く
に
わ

た
り
山
車
や
み
こ
し
の
制
作
を

行
っ
て
お
り
、
市
の
ス
ク
ー
ル

ガ
ー
ド
リ
ー
ダ
ー
も
務
め
て
い

ま
す
。
子
ど
も
た
ち
の
安
全
の

た
め
に
と
い
う
願
い
を
込
め
、

３
か
月
の
期
間
を
か
け
て
獅
子

頭
を
作
成
、
寄
贈
し
ま
し
た
。

　

贈
呈
式
で
巨
大
な
獅
子
頭
が

披
露
さ
れ
る
と
、
生
徒
た
ち
か

ら
大
き
な
歓
声
が
上
が
り
ま
し

た
。

島田さん　巨大獅子頭を寄贈

仁平校長（左）と獅子頭の前で記念撮影する島田さん（右）

上位入賞者　10km男子／50歳代山口泰
やすひろ

広さん
　　　　　　5km男子／高校生以上39歳以下  山崎純

じゅんや

弥さん
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歌
手
の
中な

か
じ
ま島
啓け

い
こ江
さ
ん
を
講

師
に
迎
え
、
２
月
25
日
、
笠
間

公
民
館
大
ホ
ー
ル
で
、茨
城
県
、

茨
城
県
教
育
委
員
会
、笠
間
市
、

笠
間
市
教
育
委
員
会
、
茨
城
県

人
権
啓
発
活
動
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

協
議
会
の
主
催
に
よ
り
、
人
権

教
育
講
演
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

中
島
さ
ん
は
「
答
え
は
Ｙ
ｅ

ｓ
！　

〜
子
ど
も
へ
、
そ
し
て

大
人
へ
『
生
き
る
力
』
を
伝
え

た
い
〜
」
を
演
題
に
、
自
身
が

小
学
生
の
と
き
い
じ
め
ら
れ
た

体
験
や
、
い
じ
め
っ
子
と
仲
直

り
し
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
な
ど
を
交

え
、
生
き
て
い
く
こ
と
に
つ
い

て
熱
く
訴
え
か
け
ま
し
た
。

人権教育講演会

講演の様子

　

３
月
８
日
、
平
成
23
年
度
消

防
功
労
者
消
防
庁
長
官
表
彰
が

東
京
都
内
で
行
わ
れ
、
笠
間
市

消
防
団
長　

深ふ
か
や谷
一い

ち
ろ
う郎
さ
ん

（
南
友
部
）
が
永
年
勤
続
功
労

章
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

深
谷
さ
ん
は
35
年
の
長
き
に

わ
た
り
消
防
団
活
動
を
行
い
、

平
成
22
年
に
団
長
に
就
任
し

て
か
ら
は
、
ほ
ぼ
す
べ
て
の
火

災
現
場
で
陣
頭
指
揮
を
と
っ
て

い
ま
す
。
こ
の
ほ
か
東
日
本
大

震
災
時
に
素
早
い
対
応
で
被
害

を
最
小
限
に
食
い
止
め
た
こ
と

や
、
木
材
リ
サ
イ
ク
ル
工
場
の

大
規
模
火
災
、
笠
間
市
消
防
団

の
各
支
団
の
統
一
な
ど
に
尽
力

し
た
功
績
が
高
く
評
価
さ
れ
ま

し
た
。

深谷消防団長表彰

春のイベント

表彰状を手にする深谷団長

　霧島、日の出、久留米など、さまざまな品種・
約8,500株のつつじが山一面を真っ赤に染め
ます。ゴールデンウイーク期間中は、野点や
各種演奏などが行われます。

期 間 ４月２１日（土）～５月１３日（日）
　　　 ※開花状況により延長する場合があります。
場 所 笠間つつじ公園（笠間616-7）
料 金 大人（高校生以上）５００円

つつじまつり

笠間つつじまつり
　約200人の窯元や陶芸家たちが作品を直接
販売する一大陶器市。土面コンクールやコン
サートなどの催しも開かれ、期間中は30万人
以上の来場者で賑わいます。

期 間 ４月２９日（日・祝）～５月５日（土・祝）
場 所 笠間芸術の森公園（笠間2245）

陶　炎　祭

笠 間 の 陶
ひ ま つ り

炎 祭
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平
成
24
年
度
お
よ
び
平
成
25
年
度

の
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
率
が

決
ま
り
ま
し
た

平成24年度分から国民健康保険税の税率が変更になります

　

平
成
24
年
２
月
28
日
（
火
）
に
開
催
さ
れ

た
平
成
24
年
第
１
回
茨
城
県
後
期
高
齢
者
医

療
広
域
連
合
議
会
定
例
会
に
お
い
て
、
平
成

24
年
度
お
よ
び
平

成
25
年
度
の
後
期

高
齢
者
医
療
保
険

料
率
お
よ
び
賦
課

限
度
額
が
決
定
さ

れ
ま
し
た
。

　

後
期
高
齢
者
医

療
制
度
で
は
、
公
費

が
約
５
割
、
現
役

世
代
か
ら
の
支
援

金
が
約
４
割
、
被

保
険
者
の
後
期
高

齢
者
医
療
保
険
料

が
約
１
割
を
負
担

す
る
こ
と
に
よ
り
、

被
保
険
者
が
受
け

る
医
療
に
係
る
給

付
等
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　

医
療
給
付
費
の

増
加
と
後
期
高
齢

者
負
担
率
（
保
険
料

の
負
担
割
合
）
の
上

昇
に
と
も
な
い
決

定
さ
れ
ま
し
た
。

　健康保険の医療給付費などにかかる費用は、医療費の総
額から国や県からの補助金などを除いた金額を、加入者の
保険税で賄うのが健康保険制度の基本です。
　しかし、健康保険の歳出は医療の高度化や高齢者の増加
等により毎年増え続けており（表１参照）、一方収入におい
ては、長引く景気の低迷等により、課税額が減り続けてい
る状況（表２参照）にあります。
　このような状況の中、笠間市では平成20年の税率改定後
据え置きしていた国民健康保険税の税率を改定することと
なりました。本来であれば、不足分を税率改定で補うもの
でありますが、税率改定と一般会計からの繰り入れを併せ
て行うことにより、被保険者の負担を最小限に抑えること
としました。皆様のご理解、ご協力をお願いします。

平成22・23年度
（現行）

平成24・25年度
（改定後）

引上率・額

保険料
均等割額 37,462円 39,500円 2,038円

所得割率 7.60% 8.00% 0.4％

保険料の賦課限度額（上限額） 50万円 55万円 5万円

●国民健康保険税率の改定内容（年額）

区分 現行 改定後 引上率・額

（
全
被
保
険
者
対
象
）

医
　
療
　
分

所得割
前年の基準総所得額

×7.2%
前年の基準総所得額

×7.7% 0.50%

均等割
加入者1人につき
23,100円

加入者1人につき
24,800円 1,700円

平等割 1世帯につき
21,000円

1世帯につき
24,000円 3,000円

（
全
被
保
険
者
対
象
）

後
期
高
齢
者
支
援
金
分

所得割
前年の基準総所得額

×2.5%
前年の基準総所得額

×2.55% 0.05%

均等割
加入者1人につき
7,700円

加入者1人につき
7,700円 －

平等割 1世帯につき
6,600円

1世帯につき
6,600円 －

（
40
歳
〜
64
歳
対
象
）

介
　
護
　
分

所得割
前年の基準総所得額

×2.2%
前年の基準総所得額

×2.2% －

均等割
加入者1人につき
12,000円

加入者1人につき
12,000円 －

◎医療費は毎年増え続けています。
・ 年に一度は特定健診を受け、生活習慣病を予
防しましょう。
・ 同じ病気で複数の医療機関で受診していませ
んか？重複受診は費用がかかるばかりでな
く、投薬や注射などを繰り返すことによって、
体への負担や、副作用も心配されます。
・ ジェネリック医薬品は厚生労働省が先発医薬
品と同等と認めた医薬品で、先発医薬品より
も安値で販売されています。
・ 国保税は必ず納期限内に納付しましょう。納
期限内であればコンビニエンスストアでの納
付も可能です。また、国保税の納付は便利な
口座振替をお勧めします。

問合せ

　保険年金課　　　　　内線139・140
　笠間支所市民窓口課　内線72123
　岩間支所市民窓口課　内線73183

※保険料率（均等割額・所得割率）は、都道府県単位で計算され、2年ごとに見直されます。

● 後期高齢者医療保険料率
の改定内容（年額）
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市民の皆さんの住まいにあった防犯対策を助成します

☆ 

平
成
24
年
度
の
保
険
料
額
に
つ
い
て
は
、

7
月
中
旬
以
降
に
保
険
年
金
課
か
ら
送
付

さ
れ
る
「
平
成
24
年
度　

後
期
高
齢
者
医

療
保
険
料　

保
険
料
額
決
定
通
知
書
」
を

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

☆ 

平
成
24
年
4
月
・
6
月
・
8
月
に
年
金
か

ら
天
引
き
さ
れ
る
保
険
料
は
、
原
則
と
し

て
平
成
24
年
2
月
の
金
額
と
同
額
に
な
り

ま
す
。

問
合
せ

　

保 

険
料
の
計
算　

☎
029
―
３
０
９
―
１
２
１
３

　

茨
城
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

　

事
業
課

　

保 

険
料
の
納
付　

☎
0296
―
７
７
―
１
１
０
１

　
　

 （
内
線
１
４
１
・
１
４
２
）
笠
間
市
役
所

　

保
険
年
金
課

※ 賦課のもととなる金額 ＝ 総所得金額等 － 基礎控除33万円
※ 総所得金額等とは、前年の収入から必要経費（公的年金控除額や給与
所得控除額など）を差し引いたもので、社会保険料控除、配偶者控除
などの各種所得控除前の金額です。なお、遺族年金や障害年金は、収
入に含みません。

※ 世帯（被保険者と世帯主）の総所得に応じて均等割額が軽減されます。
※ 年度の途中で被保険者になられた方は、資格取得月からの月割りで保
険料額が計算されます。

対  象 者　市内に住所を有している世帯の世帯主または世帯を構成する方のどちらか
　※市税を完納していることが助成の条件です。
助 成対象　居住する住宅に対し、居住者が平成23年3月1日以降、玄関・窓等に行った防犯対策で、かかっ
た費用が5,000円以上のもの
助 成金額　取り付けや交換等にかかった費用が5,000円以上でそのかかった費用の1/2（100円未満切捨
て）を助成。ただし、助成金の上限は20,000円で、1世帯1回のみの助成。
申請方法　次の書類を、市役所（本所）市民活動課へ提出してください。
　（1）笠間市住まいの防犯対策助成申請書
　（2） 防犯対策の内容およびその施工日また

は購入日が記載された領収書（原本）
　（3）施工写真（完成写真）
　（4） 製品等を確認できるカタログ等（コピー可）
申請に当たっての注意事項

　（1） 申請は1世帯1回限りです。防犯対策は、
住まいの状況を踏まえ行いましょう。

　（2） 賃貸住宅にお住まいの方が行う場合
は、必ず所有者の同意を得てください。
管理組合、管理者、オーナーが行った
ものは対象となりません。

　（3）事務所や事業所は対象となりません。
　（4）職員が現地調査を行う場合があります。
　（5） この制度を利用した防犯対策で生じた

トラブル、取り付け後の盗難等による
損害については、市は一切その責任を
負いません。

　（6） 新築等により設置した場合は、対象と
なりません。

申請期限　平成25年3月15日（金）
　※ ただし、先着順とし予算がなくなり次第
終了となります。

問 市民活動課（内線135）

【助成の対象となる防犯対策】

場　所 実　施　内　容

玄　関

1 防犯性能の高い錠の取り付けまたは交換

2 補助錠の取り付けまたは交換

3 サムターンカバーの取り付けまたは交換

4 カム送り防止具の取り付けまたは交換

5 ガードプレートの取り付けまたは交換

窓

1 防犯フィルムの貼り付け

2 防犯ガラスへの交換

3 補助錠の取り付けまたは交換

4 面格子の取り付けまたは交換

5 ガラス破壊センサーの取り付けまたは交換

屋　外
（敷地内）

1 センサー付ライトの取り付け

2 センサー付アラームの取り付け

3 防犯カメラの取り付け（玄関外側への設置を含む）

その他※
1 自転車・自動二輪車等のツーロックの取り付け

2 自動車のハンドルロックの取り付け

※ その他1・2 の取り付けは、玄関・窓・屋外の防犯対策と
　合わせて行った場合のみ助成の対象となります。

【助成の対象にならないもの】

1 防犯対策以外の目的を有するもの（犬、門扉、フェンス、門灯等）
2 警備会社の委託契約
3 護身用具（防犯スプレー、スタンガン、警棒、防犯ブザー等）
4 屋内のセンサーライト、屋内のセンサーアラーム

個人ごとの保険料額の決めかた

1年間の保険料額（100円未満切捨て）

均等割額 39,500円

所得割額 （賦課のもととなる金額） × 8.00％

＝

＋

KASAMA   Vol.73   April  201217



特別児童扶養手当
　身体または精神に障がいのある20歳未満の児童を家庭
で養育している保護者に支給します。
○対 象 者  身体障害者手帳（1・2・3級）および4級（下

肢障害）または療育手帳 、Ａ、Ｂ程度の
方および同程度の精神障がいのある方

○手 当 額　1人につき月額
 1級（重度）変更前50,550円→変更後50,400円
 2級（中度）変更前33,670円→変更後33,570円
○支給方法  年3回（4月期・8月期・12月期）指定銀行口

座に振込となります。
○支給制限 前年の所得が一定額以上の場合
 児童が障がいによる公的年金を受けた場合
○手　　続  認定請求書、手帳、印鑑、住民票（世帯全員）、

戸籍謄本、診断書

特別障害者手当
　身体または精神の障がいにより重度または重複してい
るなどのため日常生活において常に特別の介護を必要と
する20歳以上の方に支給します。
○対 象 者  身体障害者手帳1級、療育手帳 程度の方

で重複した障害をお持ちの方
○手 当 額 月額　変更前26,340円→変更後26,260円
○支給方法  年4回（2月・5月・8月・11月）指定銀行口

座に振込となります。
○支給制限 前年の所得が一定額以上の場合
 福祉施設等へ入所している場合
 病院等に3ヶ月を越えて入院している場合
○手　　続  手帳、印鑑、診断書（特別障害者手当用）

障害児福祉手当
　身体または精神に重い障がいがあるため、日常生活に
おいて常に介護を必要とする20歳未満の方に支給します。
○対 象 者 身体障害者手帳1級、療育手帳 程度の方
○手 当 額 月額　変更前14,330円→変更後14,280円
 ＊ 福祉手当（経過措置分）
 　月額　変更前14,330円→変更後14,280円
○支給方法  年4回（2月・5月・8月・11月）指定銀行口

座に振込になります。
○支給制限  保護者の前年の所得が一定額以上の場合
  児童が障がいによる公的年金を受けた場合
 福祉施設等へ入所している場合
○手 　 続 手帳、印鑑、診断書

笠間市在宅心身障害児福祉手当
　笠間市に居住する20歳未満の心身に重度の障がいのあ
る児童と同居・養育している方に支給します。
○手 当 額  月額　3,000円（身体障害者手帳1・2級、療

育手帳 ・Ａ、特別児童扶養手当1級）
  月額　1,500円（身体障害者手帳3級、療育

手帳Ｂ、特別児童扶養手当2級）
○支給方法  年2回（3月・9月）指定銀行口座に振込とな

ります。
○支給制限  障害児福祉手当を受けている場合、福祉施

設等に入所している場合は支給されません。
○手　  続 手帳、印鑑、特別児童扶養手当証書

難病患者見舞金
　 難病疾患の方の心身の安定のために見舞金を支給し
ます。
○対 象 者  笠間市に住所があり、茨城県が実施する一

般特定疾患治療研究事業に基づく医療給付
を受けている方（一部病名を除くため、詳し
くは社会福祉課までお問い合わせください。）

○手 当 額 月額　3,000円
○支給方法  年2回（3月・9月）指定銀行口座に振込にな

ります。
○手　  続 一般特定疾患医療受給者証の写し、印鑑

障害者扶養共済制度
　障がい児（者）の将来に対し、保護者の抱く不安の軽
減を図ることを目的とし、保護者が毎月掛金を納入して、
保護者に万一のことがあった場合に残された障がい児
（者）に終身一定額の年金を支給する制度です。
○対 象 者  1～3級の身体障害者手帳、精神障害者保健

福祉手帳または療育手帳を所持する児・者
の保護者（父母、配偶者、兄弟、姉妹、祖父母、
その他の親族等）で県内に住所があり特別
の病気や障がいを持たない平成24年4月1日
現在65歳未満の方（精神疾患、難病を含む）

○掛　  金  保護者の加入時の年齢により9,300円～
23,300円まで7段階に分かれています。

○年　  金  1口加入の方　月額20,000円
 2口加入の方　月額40,000円
  また、障がい児（者）が死亡した場合は、弔

慰金が支給されます。
○手　  続  加入等申込書、住民票（世帯全員）、申込者

告知書、障がいの種類・程度を証明する書
類（身体障害者手帳、療育手帳等）、年金管
理者指定届書（障がいのある方が年金を管
理することが困難な場合）、印鑑

＊ 手当は、申請により支給されますので、該当される方
は、窓口までお問い合わせください。
問合せおよび申請先

　　社会福祉課　障害グループ（内線155・156）
　　笠 間 支 所　福祉課（内線72131）　
　　岩 間 支 所　福祉課（内線73171）

障がいのある人が地域で自立した生活をしてい
くため、経済的負担を少しでも軽減できるよう
に次のような手当があります。
◎ 法令改正により平成24年4月分から手当て支
給金額が変更になります。

障害関係
各種手当について
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日付 行　　　事

1火

笠間の陶炎祭（ひまつり）（5月5日まで）
　笠間芸術の森公園（笠間焼協同組合 ☎0296-73-0058）
笠間つつじまつり（5月13日まで）
　笠間つつじ公園（商工観光課 内線 517）
窓口延長サービス【岩間支所】17：15～19：30
いこいの家 ｢はなさか｣休館日

2水 窓口延長サービス【市役所本所】17：15～19：30

3木 憲法記念日

4金 みどりの日

5土 こどもの日

6日 日曜窓口サービス【市役所本所】8：30～12：00

7月 いこいの家 ｢はなさか｣休館日

8火 窓口延長サービス【岩間支所】17：15～19：30いこいの家 ｢はなさか｣休館日

9水 窓口延長サービス【市役所本所】17：15～19：30

10木 窓口延長サービス【笠間支所】17：15～19：30

11金

12土

13日
日曜窓口サービス【市役所本所】8：30～12：00
普通救命講習会9：00～12：00 市民センターいわま 消本
天狗の郷バザールdeいわま　岩間駅南広場

14月 いこいの家 ｢はなさか｣休館日

15火 窓口延長サービス【岩間支所】17：15～19：30

16水
窓口延長サービス【市役所本所】17：15～19：30
特設無料人権相談
　友部社会福祉会館 法務 10：00～15：00
行政書士無料相談会　笠間市役所本所1階ロビー
13：00～16：00（秘書課 内線 227）

日付 行　　　事

17木 窓口延長サービス【笠間支所】17：15～19：30
子育てサロン9：00～11：30みなみ公民館

18金 地域児童相談友保 10：00～16：00

19土

20日 日曜窓口サービス【市役所本所】8：30～12：00
笠間いきいき市場　笠間市みどりの広場

21月 いこいの家 ｢はなさか｣休館日

22火 窓口延長サービス【岩間支所】17：15～19：30

23水 窓口延長サービス【市役所本所】17：15～19：30
行政相談友公 14：00～16：00（秘書課 内線 227）

24木 窓口延長サービス【笠間支所】17：15～19：30

25金

26土

27日 日曜窓口サービス【市役所本所】8：30～12：00

28月 いこいの家 ｢はなさか｣休館日

29火 窓口延長サービス【岩間支所】17：15～19：30
いこいの家 ｢はなさか｣休館日

30水 窓口延長サービス【市役所本所】17：15～19：30

31木 窓口延長サービス【笠間支所】17：15～19：30

※岩間子育て支援センターは、毎週月・水・金曜日に開設します（市民センターいわま10：00～16：00）。祝日は休み。
※笠間子育て支援センターは、毎週火・木・金曜日に開設します（笠間ショッピングセンターポレポレ内10：00～16：00）。祝日は休み。
※各保健センターで実施する、健診・予防接種などは、保健カレンダーをご覧ください。

ともべ保ともべ保育所 0296-77-6105
はいこいの家はなさか 0296-77-5110
笠公笠間公民館 0296-72-2100
友公友部公民館 0296-77-7533
岩公岩間公民館 0299-45-2080
笠保笠間保健センター 0296-72-7711
友保友部保健センター 0296-77-9145
岩保岩間保健センター 0299-45-7888
市セ市民センターいわま 0299-37-6611 
 0296-77-1101
法務水戸地方法務局 029-227-9919
消本笠間市消防本部 0296-73-0119

5月の休日救急診療当番（9：00～17：00）
日付 曜日 病院名 電話番号
毎週 日 笠間市立病院 0296-77-0034
3 木 柳橋医院 0296-74-2032
4 金 梅里クリニック 0299-45-2002
5 土 石橋内科医院 0296-71-3181

※ 平日夜間19：00～22：00
（祝日を除く）は笠間市
立病院で初期救急診療を
行っています。
※ 当番医は変更になる場合
がありますので、確認の上、
診療を受けてください。

4月11日～20日　 福祉情報「笠間を元気にするネットワークをご存じですか」
4月21日～30日　 民話「たぬきと彦市」
5月  1日～10日 福祉作文「見よう見まねで両親を送った私の介護」

テレフォンサービス　☎0296-77-9711

電 話 番 号 一 覧

5 月
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少
子
高
齢
化
や
社
会
環
境
の
変
化

に
伴
い
、
社
会
の
さ
ま
ざ
ま
な
問
題

が
浮
き
彫
り
と
な
っ
て
い
ま
す
。
最

近
の
報
道
で
は
一
人
暮
ら
し
高
齢
者

の
増
加
、
児
童
虐
待
、
孤
独
死
や
孤

立
死
等
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
社
会
問
題
に
対
処
す

る
こ
と
は
行
政
の
役
割
で
あ
り
ま
す

が
、
全
世
帯
の
生
活
状
態
を
リ
ア
ル

タ
イ
ム
で
把
握
す
る
こ
と
は
困
難

で
あ
り
、
行
政
に
も
限
界
が
あ
り
ま

す
。
そ
こ
で
こ
れ
ら
の
問
題
に
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
と
し
て
専
門
的
に
、
そ
し

て
積
極
的
に
取
組
み
を
行
っ
て
い
た

だ
い
て
い
る
の
が
民
生
委
員
・
児
童

委
員
、
保
護
司
の
方
々
で
あ
り
ま
す
。

役
割
と
は
い
え
、
時
間
を
割
い
て
職

務
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
い
て
い
る

こ
と
に
は
頭
が
下
が
る
思
い
で
す
。

　

委
員
の
身
分
は
市
の
推
薦
を
受
け

担
当
大
臣
が
任
命
す
る
も
の
で
あ
り

ま
す
が
、
現
在
の
制
度
状
況
は
、
多

種
多
様
な
課
題
を
委
員
に
た
よ
り
過

ぎ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
て
な

り
ま
せ
ん
。
仕
事
の
役
割
を
考
え
る

と
、
任
命
権
者
で
あ
る
国
が
待
遇
の

改
善
を
図
る
べ
き
で
す
が
、
地
域
や

社
会
全
体
と
し
て
仕
組
み
を
構
築
し

て
い
く
こ
と
も
大
切
で
あ
る
と
思
い

ま
す
。
東
日
本
大
震
災
以
降
、
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
の
大
切
さ
が
言
わ
れ
て
い
ま

す
が
、
皆
さ
ん
の
小
さ
な
親
切
と
見

守
り
の
積
み
重
ね
が
、
不
幸
な
事
件

を
未
然
に
防
ぎ
、
よ
り
安
心
・
安
全

な
地
域
社
会
の
形
成
に
繋
が
っ
て
い

く
と
考
え
ま
す
。

　

市
と
し
て
は
、
今
後
と
も
委
員
と
の

関
係
連
携
を
強
化
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ひな祭り、英語の絵本の読み語り会

5月の国際交流情報
4月29日（日）～5月5日（土）
陶炎祭（ひまつり） ホームタウンガイド・
サービス
外国人に英語で観光案内をします
会場： 陶炎祭会場・つつじ祭り会場・

笠間稲荷神社
時間：午後10時～午後16時

☆5月の日本語教室の開講日
　5月12日㈯、19日㈯、26日㈯
　（友部公民館10:00am.～）

問合せ：一般社団法人 笠間市国際交流協会　℡090-2761-8711（木村 美枝子）

国際交流サロンの4月からの新企画記事のご案内
　今月から、国際交流サロンの新しい企画記事「世界の家族のごは
ん、2カ国比較」が始まりました。世界24カ国の一週間分の食料と
食費を比較した、米TIMEの掲載写真（2011年）から、各国の平均
家族構成を比較して、経済状況、食文化を読み取り、2カ国ずつ比
較しました。一週間の食費が一番高かったのはドイツの4万円、安
かったのはチャドの100円でした。世界の平均は1万7048円です。
これから、各国を順に紹介していきますので、お楽しみに。

　今月から「世界の家族ごはん」を2カ国ずつご紹介します。さあ、
世界のことを知って交流を始めましょう。
国名と都市 日本　東京小平市 ポーランド　コンスタンチン

家族構成 両親、子ども10代（女2） 両親、子ども10代（女1）
祖父母

一週間の食費 約3万7000円 約1万3000円
（582スウォティ）

好きな食べ物と
特徴

刺身、果物、ケーキ、ポ
テトチップス　（スナック
菓子類が好き）

豚の脚や膝関節の肉とニ
ンジン煮込み、パースニッ
プ（甘いニンジン）とセロ
リ（ニンジンが好き）

＊ 乳児（2歳未満）､幼児（6歳未満）､子ども（13歳未満）､子ども10代､子ども20代で表記

民
生
委
員
・
児
童
委
員
、
保
護
司

市

長

コ

ラ

ム

▲防災講演会（3月10日）
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健康増進課（笠間保健センター）
　

平
成
23
年
3
月
11
日
の
東
日
本
大

震
災
か
ら
一
年
が
過
ぎ
た
。
大
津
波

が
一
気
に
町
を
飲
み
込
み
、
す
べ
て

を
一
瞬
で
消
滅
さ
せ
、
幾
多
の
人
命

が
失
わ
れ
た
。
自
然
の
脅
威
の
前
で

は
、
長
い
時
間
か
け
て
築
き
上
げ
て

き
た
も
の
も
永
遠
で
は
な
い
と
知
っ

た
。
そ
し
て
心
配
し
あ
う
家
族
や
協

力
し
合
う
地
域
・
職
場
が
、
い
か
に

有
り
難
い
も
の
で
あ
る
か
を
気
付
か

さ
れ
た
。

　

幸
福
に
は
二
種
類
あ
る
。
ひ
と
つ

は
獲
得
す
べ
き
自
由
や
豊
か
さ
で
あ

り
、
ど
れ
だ
け
あ
っ
て
も
満
足
で
き

な
い
。
も
う
ひ
と
つ
は
守
る
べ
き
さ

さ
や
か
な
幸
せ
で
あ
り
、
今
こ
こ
に

あ
る
の
に
普
段
は
気
付
か
な
い
。
若

く
て
元
気
な
頃
は
、
前
者
を
追
い
求

め
後
者
を
疎
か
に
し
が
ち
で
あ
る
。

今
回
の
災
害
は
多
く
の
人
々
に
、
前

者
の
は
か
な
さ
・
後
者
の
有
り
難
さ

を
気
付
か
せ
た
の
だ
。

　

普
段
の
外
来
診
療
で
も
、
ス
ト
レ

ス
が
原
因
で
体
調
不
良
を
起
こ
し
た

高
齢
患
者
さ
ん
を
診
る
。
病
気
に
よ

る
身
体
機
能
の
低
下
・
配
偶
者
と
の

死
別
・
血
筋
の
断
絶（
子
供
の
未
婚
）

な
ど
が
原
因
で
、
自
分
が
役
立
た
ず

の
寂
し
い
人
間
だ
と
思
い
込
ん
で
し

ま
う
。
し
か
し
、
そ
こ
に
そ
の
人
が

存
在
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
そ
の
人

に
相
当
の
身
体
機
能
が
残
存
し
、
そ

の
人
の
生
活
を
支
援
し
て
く
れ
る
誰

か
が
い
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。

弱
っ
て
い
る
人
に
こ
そ
、
無
い
も
の

を
求
め
る
の
で
は
な
く
在
る
も
の
に

気
付
か
せ
る
こ
と
が
大
切
だ
。
そ
し

て「
あ
な
た
が
元
気
に
な
っ
て
笑
顔

を
み
せ
て
あ
げ
ら
れ
た
ら
、
あ
な
た

を
支
え
る
人
は
と
て
も
励
み
に
な
り

元
気
が
で
る
の
で
す
。
少
な
く
と
も

私
は
そ
う
で
す
。」
と
言
っ
て
あ
げ

た
い
。

　

誰
で
も
死
ぬ
時
は
、
産
ま
れ
た
時

の
よ
う
に
何
も
持
た
ず
に
一
人
に
な

る
。
も
と
も
と
人
生
は
、
無
常
で
無

縁
な
も
の
な
の
だ
。
そ
う
考
え
れ
ば

現
状
は
す
べ
て
プ
ラ
ス
で
あ
り
、
生

き
て
い
る
だ
け
で
丸
儲
け
な
の
で
あ

る
。
縁
あ
っ
て
同
じ
家
族
・
地
域
・

職
場
に
い
る
の
な
ら
、
同
じ
孤
独
を

共
有
し
な
が
ら
各
々
の
で
き
る
こ
と

で
助
け
合
い
た
い
。
は
か
な
い
人
生

か
も
し
れ
な
い
が
、
せ
っ
か
く
生
ま

れ
て
き
た
の
だ
。
そ
れ
な
り
の
意
地

と
覚
悟
を
持
っ
て
、
笑
顔
で
責
任
を

果
た
し
た
い
。

「
今
こ
こ
に
あ
る
幸
福
」
に
気
付
く

　
　

―
も
と
も
と
人
生
は
、
無
常
で
無
縁
な
も
の
で
あ
る
ー

笠
間
市
立
病
院
　
石
塚
恒
夫
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笠
間
の
歴
史
探
訪
５

小
原
城
跡
は
、
友
部
駅
か
ら
北
東
に

約
二
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
小
原
地
区
の
ほ

ぼ
中
央
の
わ
ず
か
に
突
き
出
し
た
小
台

地
に
位
置
し
て
い
ま
す
。
道
路
脇
に
、

「
小お

ば
ら
た
て

原
館
・
古ふ

る
じ
ゅ
く宿
」
の
地
名
表
示
が
あ

り
、
こ
の
あ
た
り
が
小
原
城
の
本
丸
跡

で
す
。

現
在
、
本
丸
跡
は
一
部
、
稲
荷
神
社

の
境
内
に
な
っ
て
い
ま
す
。
宝ほ

う
れ
き暦
十
三

年
（
一
七
六
三
）
に
、
御み

じ
ょ
う城
稲
荷
神
社

が
祀ま

つ

ら
れ
ま
し
た
。
神
社
の
南
側
に
は
、

館
古
宿
公
民
館
が
建
て
ら
れ
、
広
場
も

造
ら
れ
て
地
域
の
人
た
ち
の
憩
い
の
場

に
な
っ
て
い
ま
す
。

小
原
城
本
丸
跡
は
、
昭
和
五
十
七
年

に
友
部
町
文
化
財
に
指
定
さ
れ
、
現
在

市
指
定
文
化
財
（
史
跡
）
で
す
。

本
丸
の
土
塁
は
、
稲
荷
神
社
の
社
殿

の
北
側
お
よ
び
東
側
に
Ｌ
字
型
に
残
っ

て
い
ま
す
。
土
塁
の
外
側
に
水
堀
の
遺

構
が
あ
り
ま
し
た
が
、
平
成
三
年
に
環

境
整
備
上
埋
め
立
て
ら
れ
、
平
ら
な
土

地
に
な
り
ま
し
た
。

本
丸
の
更
に
外
側
に
、
土
塁
と
堀ほ

り
わ
り割

の
一
部
が
残
っ
て
お
り
、
館
・
古
宿
・

精し
ょ
う
じ
ん
ば

進
場
・
搦か

ら
め
・
本も

と
う
ち内
・
久く

ぼ保
宿じ

ゅ
く
な
ど
の

地
名
を
残
し
て
い
ま
す
。

小
原
城
の
歴
史
は
、
永え

い
き
ょ
う享
元
年

（
一
四
二
九
）
に
手て

づ
な綱
郷ご

う（
現
高
萩
市
）

の
地
頭
里
見
家い

え
も
と基
が
、
依よ

り
か
み上
城
（
現
大

子
町
）
攻
め
の
功
に
よ
り
、
鎌
倉
公く

ぼ
う方

足
利
持も

ち

氏う
じ

よ
り
那な

か珂
西さ

い

郡
（
小
原
を
含

む
）の
地
を
与
え
ら
れ
、弟
の
満み

つ
と
し致（
俊
）

を
小
原
に
置
い
て
こ
の
地
を
治
め
さ
せ

ま
し
た
。

里
見
氏
が
小
原
の
地
に
入
っ
た
当
初

の
館や

か
た
は
明
ら
か
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。「
住

吉
山
廣こ

う
け
い
じ

慶
寺
縁
起
」（
曹そ

う
と
う洞
宗
）
に
よ
る

と
、
文ぶ

ん

亀き

二
年
（
一
五
〇
二
）
に
同
寺

は
小
原
城
主
里
見
義よ

し

俊と
し

を
開
基
と
し
て

創
建
さ
れ
た
と
あ
り
ま
す
。
こ
の
こ
と

か
ら
、
遅
く
と
も
十
五
世
紀
末
に
は
、

現
在
地
に
小
原
城
が
築
か
れ
た
と
考
え

ら
れ
ま
す
。

里
見
氏
は
、
戦
国
末
期
の
天て

ん
し
ょ
う正
年
間

（
一
五
七
三
〜
九
二
）
に
佐
竹
氏
に
敗
れ

て
、
城
も
廃
城
と
な
り
ま
し
た
。

本
丸
跡
に
あ
る
「
小
原
城
推
定
図
」

を
頼
り
に
、
現
存
す
る
土
塁
や
堀
跡
を

確
認
し
た
り
、
寺
や
神
社
を
訪
ね
て
み

た
り
す
る
と
、
小
原
の
里
の
歴
史
を
肌

で
感
じ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

（
市
史
研
究
員　

幾い
く
う
ら浦　

忠た
だ
お男
）

里
見
氏
の
小
原
城
本
丸
跡

小原城本丸土塁と水堀跡

　
３
月
22
日
、
平
成
23
年
度
笠
間
市
表
彰
式
が
笠
間
市
役
所
本
所
で
行
わ

れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
市
政
の
発
展
に
著
し
い
功
績
が
あ
っ
た
方
々
を
表

彰
す
る
も
の
で
、
行
政
、
経
済
、
文
化
、
社
会
な
ど
の
各
分
野
で
多
大
な

貢
献
を
さ
れ
た
次
の
４
名
お
よ
び
２
団
体
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

 
《
受
賞
者
・
功
績
》

菅
谷

　
輝
夫
さ
ん
（
福
原
）

　

長
年
に
わ
た
り
、
保
護
司
と
し

て
更
生
保
護
活
動
に
従
事
し
地
域

福
祉
の
増
進
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

坪
井

　
敬
二
さ
ん
（
箱
田
）

　

長
年
に
わ
た
り
、
人
権
擁
護
委

員
と
し
て
人
権
に
関
す
る
相
談
や

街
頭
啓
発
活
動
を
行
い
、
人
権
尊

重
思
想
の
普
及
高
揚
に
貢
献
さ
れ

ま
し
た
。

中
林

　
　
慶
さ
ん
（
押
辺
）

　

長
年
に
わ
た
り
、
統
計
調
査
員

と
し
て
各
種
統
計
調
査
の
円
滑
な

実
施
・
普
及
発
展
に
貢
献
さ
れ
ま

し
た
。

故
　
福
田
實
さ
ん
（
下
市
毛
）

　

笠
間
焼
窯
元
と
し
て
巨
大
花
瓶

の
制
作
や
「
笠
間
の
陶
炎
祭
」
初
代

実
行
委
員
長
を
務
め
る
な
ど
笠
間

焼
の
Ｐ
Ｒ
、
発
展
に
貢
献
さ
れ
ま

し
た
。

笠
間
市
民
憲
章
推
進
協
議
会

（
会
長
　
山
口
　
滋
雄
さ
ん
）

　

平
成
19
年
の
設
立
か
ら
、
実
践

活
動
を
通
し
て
市
民
に
笠
間
市
民

憲
章
の
浸
透
を
図
っ
て
き
ま
し
た
。

ま
た
、
平
成
23
年
11
月
に
は
全
国

大
会
笠
間
大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

友
部
リ
ト
ル
シ
ニ
ア

（
代
表
　
塩
田
　
義
清
さ
ん
）

　

東
ア
ジ
ア
の
中
学
生
を
対
象
と

し
た
硬
式
野
球
の
国
際
大
会
で
あ

る
第
１
回
東
ア
ジ
ア
リ
ト
ル
シ
ニ

ア
野
球
宮
崎
大
会
で
優
勝
す
る
な

ど
、
ス
ポ
ー
ツ
の
発
展
向
上
に
貢

献
さ
れ
ま
し
た
。

平成23年度 笠間市表彰

今回表彰された皆さん
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◆絵本を通じて、赤ちゃんと心のふれあいを
　～ブックスタートのご案内～
　笠間市立図書館の「ブックスタート事業」では、赤
ちゃんとその保護者の方に、絵本やブックリスト・
布バッグなどの“ブックスタートパック”をプレゼン
トし、赤ちゃんとの絵
本を介した言葉のふれ
あいを提案しています。
これを機会に、赤ちゃ
んと一緒に絵本を楽し
んでみませんか？
　“ブックスタートパッ
ク”は主に保健センター
の３・４ヶ月児相談の
会場でお渡ししていま
すが、各図書館に引換
券をお持ちいただけれ
ば、いつでもお渡しで
きます。ぜひ、図書館
までお越しください。

★子ども読書の日・読書週間イベント情報
　笠間市立図書館では４月２３日の「子ども読書の
日」を記念して、下記のイベントを行います。みな
さんの参加をお待ちしております！
【笠間図書館】
　スペシャルおはなし会（５月１３日㈰午後２時～）
【友部図書館】
　スペシャルおはなし会（４月２２日㈰午前11時～）
【岩間図書館】
　記念おはなし会（４月２８日㈯午後２時）
　スペシャルおはなし会（５月６日㈰午後２時～）
詳しくは各図書館までお問い合わせください。

◆【岩間図書館】ボランティアを募集しています
現在、岩間図書館で活動しているボランティアグループ
グループ名 主な活動内容

めだか
クラブ

絵本や紙芝居の読み聞かせを行う。
『おはなしのとびら』（毎月第2土曜日14：00～）
『おはなし会』（毎月第4土曜日11：00～）
その他、市内施設等で実施。
毎月、第４㈬定例会

虹の会

大型紙芝居の制作を行う。
制作されたものは、保育園・幼稚園の図書館訪問
時や市内施設でご利用頂いたり市民の皆さんに貸
出しています。
毎月、第３㈭定例会（制作日）

ラッコの会

“ブックスタート事業”のサポート。
岩間保健センターの3・4か月児相談の会場に出
向き、赤ちゃんと保護者とが絵本を介してふれ
あう楽しさを伝え、絵本の読み聞かせを行いな
がら絵本などが入ったパックを手渡しする。
年６回（概ね偶数月の午前中）

★登録は、個人でもグループでも結構です。
★事業へのご協力は、年間担当割で活動頂いています。
★年１回、読み聞かせやブックスタートの研修会を実施します。

■ 問  合  せ ■
笠間図書館　☎0296-72-5046
友部図書館　☎0296-78-1200
岩間図書館　☎0299-45-2082

各館の
行事予定5月

友部図書館

笠間図書館

岩間図書館

◆おはなし会（0歳～4歳向け　午前11時～）
　5月  3日（木）『みいたんのぼうけん』ほか
　5月17日（木）『おべんとう』ほか
◆おはなし会(4歳～小学生向け　午後2時～)
　5月  6日（日）『ねずみのでんしゃ』ほか
　5月13日（日）『ほしのきんか』ほか
　5月20日（日）『かたあしのひよこ』ほか
◆名作映画会（午後2時～）
　5月27日（日）『極道の食卓～クジラ～』（82分）
◆ギャラリー
◇4月30日（月）～5月13日（日）
　「手芸・書道・日記・執務記録展示」藍のへや二人展
◇5月15日（火）～5月27日（日）
　「写真展示」友部写友会
◇5月29日（火）～6月10日（日）
　「水彩画展示」絵画クラブふたば会

◆おはなし会（0歳～3歳向け　午前11時～11時20分）
　5月  4日（金)『あーそーぼ』ほか
　5月18日（金）『ありさんぽつぽつ』ほか
◆おはなし会（午後２時～２時３0分）
　5月  6日（日）『あっちゃんあがつく』ほか
　5月13日（日）『おでかけのまえに』ほか
　5月20日（日）『まんまるのたんたかたん』ほか
　5月27日（日）『わにさんどきっ はいしゃさんどきっ』ほか
◆ビデオ上映会（午後２時～）
　5月19日（土）『ダーティハリー（洋画）』（１０３分）

◆おはなし会（0歳～３歳向け　午前11時３0分～正午）
　5月11日（金）『すりすりももんちゃん』ほか
　＊場所：岩間子育て支援センターくりのこ
◆おはなし会（4歳～小学生向け）
　◇スペシャルおはなし会（午後2時～2時45分）
　　5月  6日（日）『赤ちゃんをほしがったお人形』ほか
　◇おは なしのとびら（午後2時～2時30分）
　　5月12日（土）『となりのせきのますだくん』ほか
　◇おはなし会（午前11時～11時30分）
　　5月26日（土）来てのおたのしみ！

ブックスタートパック

引換券
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窓口での本人確認にご協力を！

エコフロンティアかさま監視委員会活動報告（2月21日） ４月の納税等

　平成24年4月1日から、地域づくり、地域振興、定住化促進及び企
業誘致等を一体的に行うことにより、まちづくり業務の充実を図るた
め、都市建設部に「まちづくり推進課」を設置しました。また、市長公
室企画政策課にあった企業誘致推進室を統合しました。

【施設の維持管理（一般廃棄物・産業廃棄物）】
　環境保全事業団より、施設の維持管理に係る資料の提出を求め、その資料
に基づき維持管理状況の報告を受けた。
　施設の維持管理について、「施設の維持管理に関する計画」において一般廃
棄物で26項目、産業廃棄物で28項目を定めており、一般廃棄物・産業廃棄
物とも施設の維持管理計画に従い適正に実施されている。
【現地監視】
　溶融処理施設内 … 展開ヤードでの処理状況及び中央制御室での管理状況に

ついて監視した。
　最終処分場 ………埋立状況について監視した。
【次回の監視活動】
　施設モニタリング・排ガスの維持管理・浸出水の放流について実施。

　市では、「なりすまし」などによる第三者からの虚偽申請による届出や、証明書の不正取得を防止するため、申請す
る際に本人確認を実施しています。市民の皆さんの個人情報を保護するため、ご理解ご協力をお願いします。
◆対象となる申請
＜市民課・保険年金課・市民窓口課＞
　 戸籍証明書・住民票・印鑑証明書等、戸籍関係届出（婚
姻・転籍など）、住民異動届出（転入・転出など）、国民
健康保険被保険者証の交付および再交付申請、後期高
齢者医療の被保険者証の再交付申請など。

＜税務課・市民活動課・地域課＞
　 市・県民税に関する証明（所得証明・課税証明など）、
納税に関する証明（納税証明）、法人市民税に関する証
明（所在証明など）、固定資産税に関する証明（評価証明・
公課証明など）および固定資産課税台帳の閲覧、自動

車臨時運行許可（仮ナンバー）など
◆窓口で提示いただく本人確認書類
　【写真の貼付された官公署が発行した書類で現在有効なもの】
　 運転免許証、旅券（パスポート）、写真つき住民基本台
帳カード、外国人登録証明書、身体障害者手帳、療育
手帳など
　※ 住民基本台帳カード（顔写真なし）、健康保険・介護
保険の被保険者証など顔写真がないものは、他の証
明書と合わせて2点以上必要となります。また、口
頭確認を行う場合もあります。

　※詳細は、各課へお問い合せください。

納期限： ５月 １日（火）

固定資産税　（１期）
介護保険料　（１期）

≪まちづくり推進課の主な業務≫
【まちづくりグループ】
　笠間稲荷神社周辺地区の活性化など、市街地活性化の施策を推
進し、まちなかの賑わいと地域活力の創出を支援するとともに、
定住化促進事業を推進します。
【企業誘致推進室】
　誘致促進や企業支援など、企業誘致に関する業務を推進します。

※ その他、合併後の幹線道路網の整備の進捗及び今後発生する道
路等の維持管理・更新業務等の増大に対応するため、建設課及
び管理課の各グループの見直しを行いました。

平成24年
4月1日から

※ 納税には、簡単で便利な口座振
替をご利用ください。

　納期限を過ぎると
延滞金が加算されま
す。早めの納税をお
願いします。
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KASAMA  Information
かさま情報コーナー

案内
行政書士無料相談会の開催
　遺言、相続、各種許認可等の行政手
続き相談など、暮らしと役所の諸手続
きに関する相談にお答えしています。
相談は、無料です。
開 催日▶毎月第3水曜日　午後1時～
4時(平成24年度の開催予定日：4
月18日、5月16日、6月20日、7
月18日、8月15日、9月19日、
10月17日、11月21日、12月
19日、平成25年1月16日、2月
20日）
場所▶笠間市役所本所1階ロビー
問茨城県行政書士会水戸支部
℡029-251-3101

春季都市緑化祭開催のおしらせ
　4月～6月は｢都市緑化推進運動期
間｣です。都市緑化の大切さを楽しみ
ながら感じていただけるよう、今年も
「春季都市緑化祭」を開催いたします。
　緑化普及啓発のための参加体験型イ
ベントや、球根の無料配布などを行な
いますので、ぜひ来園ください。
日時▶5月12日(土）雨天中止
　　　午前10時～午後3時
場所▶笠間芸術の森公園内イベント広場
内 容▶インテリアグリーン(ミニ観葉
植物）作成教室、球根つかみ取り、
緑化相談、無料配布コーナー(風船・
水ヨーヨー）
　※ 内容、場所は予告なく変わること
があります。

問管理課(内線575）

募集
“ワンちゃんエチケット運動”ボ
ランティアを募集
　笠間市では、“ワンちゃんエチケッ
ト運動”を推進しています。
　“ワンちゃんエチケット運動”とは、
ワンちゃんのフン害をなくすための運
動です。飼い主一人ひとりの自覚と責

任ある行動で、道路や公園などからフ
ン害をなくしましょう。
　この運動を広めていくため、愛犬の
散歩時に「たすき」を身につけ、フン
を「ふんバック」に入れて持ち帰る模
範を示していただけるボランティアを
募集しています。(現在、約40人の方
が、ボランティア登録をしています。）
　良心的な飼い主のみなさん。私たち
のまちから「犬のフン
害」をなくすため、愛
犬家の方々に声をかけ
あって是非ご応募くだ
さい。
申・問環境保全課(内線125・126）

平成24年度
酒類販売管理協力員を募集
　関東信越国税局では、スーパー、コ
ンビニエンスストア、酒販店などへの
買い物の機会にお酒売場の未成年者飲
酒防止に関する表示状況等を確認し、
税務署に連絡していただく「酒類販売
管理協力員」を募集します。
　応募方法等の詳細はお問い合わせく
ださい。
問水戸税務署　酒類指導官
℡ 029-231-4323

「小学生～高校生のための夏休
み海外派遣」の参加者を募集
　文部省所管の財団法人・国際青少年
研修協会では、10事業の参加者を募
集しています。体験を通して、お互い
の理解や交流を深め、国際性を養うこ
とを目的に実施します。まずは気軽に
お問い合わせください。
内 容▶ホームステイ・ボランティア・
文化交流・学校体験・英語研修・地
域見学・野外活動など
派 遣先▶米国・英国・豪州・カナダ・
サイパン・カンボジア・フィジー

日 程▶7月26日(木）～8月14日(火）
8～18日間　
対象▶小学3年生～高校3年生まで
参 加費▶21万8千円～54万5千円(予
定）※共通経費は別途
募 集期限▶6月1日(金）・6月11日(月）

　※ 日程・対象・募集期限は事業によ
り異なります。

　※ 入場無料・予約不要の説明会を5
月中旬～下旬に全国14都市で開
催します。詳しくはお問い合わせ
ください。

申・問 (財）国際青少年研修協会
℡ 03-6459-4661
ホームページ http://www.kskk.or.jp/

となりのまちから

ひたちなか海浜鉄道株式会社湊
線　開業99周年記念イベント
開催（ひたちなか市）
　ひたちなか海浜鉄道では湊線開業
99周年を記念して、乗車券の割引や
沿線でのスタンプラリーなど各種イベ
ントが行われます。皆さまのお越しを
お待ちしています。
日時▶4月29日(日）雨天決行
場所▶湊線および沿線
イ ベント概要▶①割引切符発売／当日
は500円で湊線が1日乗り放題(小
児250円）②スタンプラリー／沿
線の散策(抽選会あり）③那珂湊駅
構内での特別ショー開催／フラダン
スのショー、太鼓演奏会等の実施④
沿線の食めぐり／沿線の名物料理・
特産品などの試食会や割引販売⑤
旧車両3連運行／　国内現役最古の
ディーゼルカーを含む旧車両を3両
連結で運行
　※ その他にも楽しいイベントをご用
意しています。

問ひたちなか海浜鉄道㈱
℡029-262-2361

申は申込み先、問は問合せ先です。
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代表者 ／ 富
とみた

田　洋
よういち

一（小原）
設　立 ／昭和57年
会　員 ／８人

トワイライト

　「トワイライト」とは、夕方、
薄暗くなってきた頃の様子
をいいます。結成当時は、練
習に集まる時間帯がトワイラ
イトの頃だったのでそう名付
けられました。
　現在の練習の時間帯は、
メンバーの仕事の都合も
あって夜の８時や９時頃で
す。コンサートの予定が入る
と全員一丸となって、意欲的
に練習に取り組んでいます。
　主な活動は、養護施設、
障害者施設、高齢者施設、
幼稚園等への訪問によるコ
ンサートやみんなの音楽祭
などのイベントへの参加で
す。
　依頼された団体に合わせ
て選曲し、コンサートに取り
組んでいます。一緒に歌っ
て、一緒に踊って共に楽しん
でいく音楽活動を今後も続
け、ぜひ皆さんにお会いした
いと思います。

　バンドを結成して今年で30
年を迎えました。
　このバンドは国際障害者年
のイベントに向けて急きょ結
成されたバンドではありまし
たが、多くの方々と知り合う
中で、音楽のすばらしさを改
めて感じ、これだけ長い間バ
ンド活動を続けることができ
ました。
　結成の頃から毎年訪問さ
せていただいている施設があ
り、2月に29回目のコンサー
トを行いました。思いきり歌っ
て踊って楽しんでいる施設の
方々の笑顔に我々自身いつも
勇気や元気をいただいて帰っ
てきます。これからも音楽を
通して皆さんと共に楽しんで
いきたいと思います。

練習の様子

みんなの音楽祭（1月）

門前ひょいパク選手権（11月）

施設でのコンサート（2月）

笠
ふ る さ と

間に生きる人たちシリーズ 70

このコーナーでは、市民の皆さんが自ら
の活動で地域貢献している団体などを
紹介します。掲載を希望する団体は市民
活動課へご連絡ください。

会員のみなさん

代

表者（富田洋一さん
）よ

り

「共に」楽しむ音楽活動
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武
たけうち

内雅
まさゆき

之さん（下市毛）笠間焼総合部門伝統工芸士

市内には、それぞれの分野で匠（職人）といわれる方がいます。このコーナーでは、
技を極めその技を次代に継承していくため日々精進している方を紹介します。

　平成4年に笠間焼が国の伝統的工芸品に指定されました。伝統工
芸士は、その伝統的工芸品の貴重な担い手として、産地固有の技術・
技法の研鑽に努め、その技を次代へ継承していくための中心的な人
材です。
　現在、武内さんは笠間焼伝統工芸士会の会長として、自ら技術・
技法の向上に努めるとともに、後継者の指導・育成に力を注いでおり、
「正確な技術や技法を身につけることが産地としての信頼性や窯業
地としての地位を高めることになる。」と話していました。
　ロクロ成形、絵付けを得意とする武内さんは、生活食器や花瓶類
を中心に作品を制作しています。絵付け作業をする武内さん

武
内
雅
之
さ
ん
の

　
　

作
品
を
紹
介

菊花文花器
　本焼き焼成後、上絵

付けにて菊花模様を手

書きで配置する。赤で絵

付けしたら一度800度で
焼成し、その上に黄色を

載せもう一度焼成し、最

後に金で絵付けし３度目

の焼成で完成。

茜彩花器
　上部に広がりをもつ花

器。マスキングをして赤

色で彩色。一度焼成して

から緑、黄色の絵の具を

使いフリーハンドで彩色

し、２度目の焼成で完成。

生地は白土を使用してい

る。
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かさまぽけっとアドレス http://www.city.kasama.lg.jp/lifeevent.php?code=1　問合せ：子ども福祉課（内線163）

37

『子育て支援ガイドブック』が
新しくなりました
　子育て支援ガイドブックの改訂版を発行しました。
　妊娠、出産や育児に関するライフイベントに必要
とされる各種届出や助成制度、困ったときの相談サービスの紹介、
各種行政サービスの紹介、お子様の成長に合わせた育児情報のほか，
公共施設・公園の新しい情報を掲載しましたので、ご活用ください。
　なお、このガイドブックは、笠間市役所子ども福祉課、笠間支所
福祉課、岩間支所福祉課、各保健センターで配布してい
ますが、市の子育て支援ホームページ『かさまぽけっと』
からもダウンロードできます。

　我が家に赤ちゃんが生まれ早くも

６ヶ月が過ぎ、同時に私のイクメン挑

戦も６ヶ月が経過しました。

　イクメンといっても、自己満足のレ

ベルかもしれませんが、毎日新鮮で楽

しく家事や育児に取り組んでいます。

　しかしながら、最近になって気づい

たことがありました。イクメンとして、

家事や育児以前に私自身が自立するこ

とが必要であったということです。

　恥ずかしながら妻に「子どもが２人

居るみたい！」「自分のことは自分でお

願い！！」と言われて初めて気付きまし

た。

　「イクメンの第一歩」は「夫の自立か

ら」であることを知り、まずは自分の

使ったものの片付けと日用品の置場確

認から始めようと思う！

３０代男性☆よっすぃー

新米パパの

イクメン日記

かさま食彩
食生活改善推進員が紹介する

あさりとキャベツのガーリックオイル炒め

毎月19日は「食育の日」家族と一緒に食卓を囲み、このレシピを試してみませんか？

材料（４人分）
あさり（砂抜きしたもの） ………………………………400g
キャベツ（ひとくち大） ………………………………… 12枚
パプリカ（赤）（せん切り） ………………………………1/4個
オリーブ油……大さじ2 にんにく（みじん切り） ……1片
塩………………小さじ1/4 こしょう …………………少々
作り方　
❶キャベツはひとくち大に切り、冷水につけてシャキッとさ
せて、水気を切る。あさりは殻をこすり合せて、良く洗い水
気を切る。
❷フライパンにオリーブ油、にんにくを入れ、弱火で炒める。
香りがたったらあさりを加え蓋をして中火であさりの口が開
くまで加熱する。
❸キャベツを加えて手早く炒めて、パプリカを加え、塩・こしょ
うで味を整える。栄養成分（1人分） エネルギー105kcal、たんぱく質4.9g、脂質6.5g、

塩分1.5g

食改さんのおすすめ献立

市在住・在勤の方を対象に、撮影に使用した笠間焼の器を抽選で
１名様に差し上げます。このコーナーや広報紙への感想等を添え
て、住所・氏名・電話番号を明記の上、秘書課広報広聴グループまで、
はがき（持参可）で申し込みください。

再開します笠間焼うつわプレゼント
４月号締め切り：4月27日㈮必着

【笠間焼の提供】高橋春夫（小美玉市）
サイズ：約14㎝×11.5㎝

主菜：
今月のレシピ

主食：ご飯
汁：
ニラの卵とじ

副菜：
根菜の煮物

主食・主菜・副菜を組み合わせてバランス献立

スマートフォンをご利用の方はこちらからご覧いただけます▶

KASAMA   Vol.73   April  2012 28

○広報かさまに掲載されているあなたの写真を差し上げます。お問合せは秘書課（内線225）まで。
○表紙の題字「笠間」は書家：関紫芳さんよりご協力いただいたものです。
○市ホームページモバイル版では、行政･災害などのさまざまな情報をお届けしています。
　http://www.city.kasama.lg.jp/mobile.php

人口と世帯数（常住人口3.1現在） ▶人　口 78,610人（－71人）　男 38,516人（－32人）　女 40,094人（－39人）
 ▶世帯数 28,099世帯（－11世帯）　▶1月の出生数 67人

再生紙を使用しています
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